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編
年
と
類
型

一
土
器
を
中
心
と
し
て
一

李

権

生

山東竜山文化の編年と類型（李）

【
要
約
】
　
こ
れ
ま
で
の
山
東
竜
山
文
化
の
研
究
に
お
い
て
は
、
時
間
及
び
空
間
的
変
化
は
ま
だ
正
確
に
は
あ
き
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
特
に
、
一
つ
の

遺
跡
で
の
前
後
関
係
を
山
東
竜
山
文
化
全
体
の
編
年
と
し
た
欠
点
が
著
し
い
。
本
稿
は
、
山
東
竜
山
文
化
編
年
と
類
型
の
問
題
を
解
明
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
、
山
東
竜
山
文
化
の
分
布
地
域
を
五
つ
の
地
区
に
分
け
て
、
各
地
区
の
代
表
的
な
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
土
器
群
を
層
位
学
的
、
型
式
学
的
に
分
析
す

る
作
業
を
通
じ
て
、
山
東
竜
山
文
化
の
編
年
を
全
体
的
に
検
討
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
高
柄
杯
、
耀
、
瀬
、
鼎
等
の
代
表
的
な
土
器

を
基
準
と
し
て
、
山
東
竜
山
文
化
が
五
つ
の
時
期
に
分
け
ら
れ
た
。
さ
ら
に
こ
の
新
し
い
編
年
案
に
基
づ
い
て
、
同
時
期
に
お
け
る
土
器
群
の
特
徴
を
つ

か
み
、
山
東
竜
山
文
化
を
十
七
の
異
な
る
類
型
に
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
山
東
竜
山
文
化
の
展
開
の
不
均
衡
性
や
空
間
の
変
化
の

流
動
性
の
特
徴
を
は
っ
き
り
示
す
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
山
東
竜
山
文
化
の
時
間
と
空
間
の
変
化
は
黄
河
の
氾
濫
に
よ
る
可
能
性
が
あ
る
と
推
測
し
た
い
。

こ
れ
ら
の
基
本
的
な
課
題
の
解
明
に
と
も
な
い
、
前
出
す
る
大
波
口
文
化
お
よ
び
後
出
す
る
岳
石
文
化
あ
る
い
は
、
中
原
地
域
に
分
布
す
る
二
里
頭
文
化

と
の
関
係
に
つ
い
て
の
大
き
な
示
唆
が
得
ら
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
七
五
巻
六
号
　
【
九
九
二
年
＋
一
月

は
　
じ
　
め
　
に

山
東
竜
山
文
化
は
中
国
の
重
要
な
先
史
文
化
の
一
つ
で
あ
る
。
明
治
二
八
（
一
八
九
五
）
年
鳥
居
龍
蔵
氏
は
、
遼
東
半
島
の
各
地
を
踏
査
し
、

一
九
〇
九
年
に
は
老
鉄
山
石
塚
を
二
十
余
日
を
費
し
て
発
掘
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
得
た
土
器
は
お
そ
ら
く
は
じ
め
て
発
見
さ
れ
た
山
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

竜
山
文
化
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
一
九
二
八
年
、
竜
山
文
化
は
呉
金
事
氏
の
城
子
崖
の
調
査
に
よ
っ
て
山
東
省
で
は
じ
め
て
発
見
さ
れ
、
竜
山
文
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②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

化
と
名
づ
け
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
梅
原
末
治
氏
は
、
こ
れ
ら
の
調
査
成
果
を
中
国
先
史
文
化
の
源
泉
の
一
つ
に
位
置
づ
け
た
。
一
九
四
一
年
春
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

澄
田
正
一
氏
は
三
宅
俊
成
氏
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
て
い
た
大
長
山
島
の
上
馬
石
遺
跡
を
発
掘
し
、
引
き
続
き
そ
の
年
の
秋
に
は
旅
順
の
老
鉄
山
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

四
平
山
石
塚
を
発
掘
し
た
。
特
に
、
四
平
山
石
塚
の
発
掘
に
お
い
て
出
土
し
た
土
器
は
、
山
東
竜
山
文
化
を
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
具
現
す
る
観

が
あ
っ
て
注
目
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
戦
後
、
一
九
五
四
年
に
梁
思
永
承
は
当
時
の
資
料
に
基
づ
い
て
山
東
竜
山
文
化
を
「
山
東
沿
海
区
」
と
呼
ん
だ
。
こ
の
「
山
東
沿
海
区
」
と

い
う
の
は
山
東
竜
山
文
化
を
ほ
か
の
地
区
に
お
け
る
同
種
の
（
広
義
の
）
竜
山
文
化
か
ら
分
け
て
区
分
す
る
最
初
の
構
想
で
あ
っ
た
。
一
九
五
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

年
、
ヂ
達
氏
の
『
中
国
新
石
器
時
代
』
と
い
う
本
が
発
表
さ
れ
た
こ
と
や
、
両
君
鎮
遺
跡
が
再
度
調
査
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
「
山
東
沿
海
区
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

の
文
化
様
相
が
一
層
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
基
づ
い
て
、
安
志
敏
氏
は
「
典
型
竜
山
文
化
」
と
い
う
概
念
を
用
い
て
、
黄
河
中
流
域
に
分

布
し
て
い
る
隔
、
野
、
磨
り
鉢
を
代
表
と
す
る
河
南
竜
山
文
化
と
区
別
し
、
山
東
竜
山
文
化
を
表
す
こ
と
に
し
た
一
方
、
竜
山
文
化
は
仰
紹
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

化
に
起
源
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
た
。
一
九
六
〇
年
に
澄
田
正
一
民
も
竜
山
文
化
の
層
位
関
係
を
検
討
し
、
当
地
の
仰
紹
文
化
と
の
関
わ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

が
深
い
と
指
摘
し
な
が
ら
、
竜
山
文
化
の
地
域
性
を
総
合
的
に
検
討
し
た
。

　
七
〇
年
代
に
入
る
と
、
山
東
で
は
大
規
模
な
遺
跡
発
掘
調
査
が
始
ま
っ
た
。
特
に
、
大
波
口
文
化
の
発
見
に
よ
っ
て
、
出
東
竜
山
文
化
は
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

の
文
化
か
ら
発
展
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
竜
山
文
化
の
資
料
が
増
加
し
、
竜
山
文
化
の
地
域
差
と
時
間

差
が
注
意
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
当
時
の
研
究
の
特
徴
で
あ
る
。
ま
ず
、
張
光
直
（
o
冨
コ
σ
・
噂
鑑
づ
・
磐
σ
q
6
ぼ
プ
）
氏
は
各
地
域
に
お
け
る
竜
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

文
化
の
差
異
に
着
目
し
、
山
東
竜
山
文
化
の
土
器
が
さ
ら
に
細
分
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
指
摘
し
た
。
呉
乗
黒
氏
ら
が
眺
官
荘
遺
跡
と
青
颯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

堆
遺
跡
を
代
表
と
す
る
土
器
の
様
相
を
比
較
し
て
、
両
者
の
間
に
は
多
く
の
差
異
が
あ
る
と
考
え
、
そ
し
て
、
黎
家
芳
、
高
広
仁
瓜
ら
は
当
時

の
資
料
を
ま
と
め
て
、
山
竜
竜
山
文
化
の
土
器
を
は
じ
め
て
早
、
中
、
晩
の
三
期
に
編
年
し
、
岳
石
文
化
の
土
器
を
山
東
竜
山
文
化
か
ら
取
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

出
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
。

　
八
○
年
代
は
山
東
竜
山
文
化
の
研
究
が
新
し
い
段
階
を
迎
え
た
と
い
え
る
。
ま
ず
、
八
一
年
に
は
、
厳
文
明
氏
は
中
国
全
土
か
ら
発
見
さ
れ

100　（866）



山東竜山文化の編年と類型（李）

た
竜
山
文
化
の
一
般
的
な
特
徴
を
整
理
し
、
黒
色
土
器
、
原
始
銅
器
の
出
現
を
基
準
と
し
て
、
竜
山
文
化
を
「
竜
山
時
代
」
、
あ
る
い
は
「
銅
石

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

併
用
時
代
」
と
呼
び
、
山
東
竜
山
文
化
の
分
布
範
囲
を
黄
河
の
下
流
域
の
南
、
大
運
河
の
東
に
位
置
す
る
山
東
地
方
に
限
る
と
し
た
。
張
光
直

氏
は
、
℃
の
年
代
値
に
基
づ
い
て
、
山
東
竜
山
文
化
が
二
五
〇
〇
～
二
〇
〇
〇
年
間
に
限
ら
れ
る
と
し
、
当
時
の
集
落
、
住
居
、
墓
地
の
構
成

　
　
　
　
　
　
　
⑯

や
計
画
を
検
討
し
た
。
秋
山
進
午
氏
は
、
黎
家
芳
年
ら
の
三
期
説
を
批
判
し
、
山
東
竜
山
文
化
の
編
年
は
か
な
ら
ず
し
も
十
分
で
は
な
く
、
細

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

分
を
し
直
す
必
要
が
あ
る
と
指
摘
し
た
。
小
川
静
夫
、
宮
本
一
夫
民
ら
は
、
山
東
竜
山
文
化
や
遼
東
半
島
の
竜
山
文
化
を
検
討
す
る
上
で
、
遼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

東
半
島
の
双
陀
子
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
土
器
を
岳
石
文
化
に
位
置
づ
け
た
。
次
に
、
呉
纐
作
氏
ら
は
東
海
硲
、
呈
子
、
三
黒
河
、
大
範
荘
な
ど

の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
資
料
に
基
づ
き
、
両
城
鎮
の
地
域
性
に
着
厨
し
つ
つ
四
期
に
分
け
、
こ
の
類
型
の
分
布
範
囲
が
泰
山
の
東
側
に
設
定
さ

　
　
　
　
⑲

れ
る
と
し
た
。
最
近
で
は
難
平
茂
が
サ
家
城
、
尚
荘
、
西
新
寺
な
ど
の
遺
跡
の
資
料
に
依
拠
し
て
、
城
子
崖
出
土
資
料
を
地
域
的
な
類
型
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

て
把
握
し
、
早
、
晩
各
二
期
、
四
段
階
に
分
け
、
分
布
範
囲
を
泰
山
の
西
側
に
想
定
す
る
考
え
を
示
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
山
東
竜
山
文
化
を
菓
西
二
つ
の
類
型
に
区
分
し
、
さ
ら
に
編
年
し
た
こ
と
は
確
か
に
大
き
な
進
歩
で
あ
る
が
、
山
東
竜
山
文
化

の
各
地
域
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
土
器
の
細
分
や
層
序
の
対
応
関
係
を
詳
し
く
追
究
し
、
編
年
と
類
型
の
研
究
を
行
な
う
こ
と
は
充
分
で
き
て

い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
研
究
史
か
ら
み
れ
ば
、
山
東
竜
山
文
化
は
そ
れ
に
先
行
す
る
大
浪
口
文
化
お
よ
び
後
出
す
る
雷
石
文
化
と
の
関
係
に

つ
い
て
は
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
山
東
竜
山
文
化
自
身
の
時
間
と
空
間
の
変
化
は
ま
だ
正
確
に
あ
き
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
欠
点
が
著
し
い
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

で
あ
る
。
秋
山
進
午
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
一
つ
の
遺
跡
の
前
後
関
係
は
、
あ
く
ま
で
も
こ
の
遺
跡
に
お
い
て
の
そ
れ
を
示

す
も
の
で
あ
っ
て
、
山
東
竜
山
文
化
全
体
の
編
年
と
は
別
で
あ
る
。

　
山
東
竜
山
文
化
の
発
見
か
ら
六
四
年
が
経
過
し
た
。
上
述
の
現
状
の
上
に
本
稿
が
展
開
す
る
議
論
は
以
下
の
三
つ
の
基
本
的
な
問
題
の
解
決

を
図
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
は
じ
め
に
各
地
域
の
遺
跡
の
層
序
関
係
の
再
検
討
を
通
じ
、
山
東
竜
山
文
化
の
主
な
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
土
器
群
を
細
分
し
、
高
柄

lel （867）



杯
、
駕
、
頗
、
鼎
等
の
代
表
的
な
土
器
を
基
準
と
し
て
、
山
東
竜
山
文
化
の
土
器
編
年
を
全
体
的
に
検
討
す
る
。

　
次
に
、
新
し
い
編
年
案
に
基
づ
い
て
、
同
時
期
に
お
け
る
類
型
の
特
徴
や
そ
の
分
布
範
囲
の
変
遷
を
つ
か
む
。
す
な
わ
ち
、
竜
山
文
化
の
類

型
の
分
析
で
あ
る
。
類
型
と
は
、
文
化
の
下
位
の
概
念
で
あ
り
、
地
域
性
と
時
間
性
を
あ
る
程
度
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
研
究
の

手
段
と
し
て
・
土
器
の
相
違
や
変
化
を
指
標
と
し
な
が
ら
・
山
東
土
腸
文
化
の
類
型
を
区
分
し
た
や

　
そ
し
て
、
最
後
に
山
東
竜
山
文
化
の
形
成
と
終
末
の
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
は
難
題
で
は
あ
る
が
、
山
東
竜
山
文
化
の
発
生
か
ら
消
滅
に
か
け

て
の
文
化
の
変
動
の
背
景
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
少
な
か
ら
ぬ
示
唆
が
得
ら
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

①
鳥
居
龍
蔵
『
南
満
州
調
査
報
告
』
一
九
一
〇
年
（
『
鳥
居
龍
蔵
全
集
』
一
〇
、
一

　
九
七
六
年
再
収
）

②
　
呉
金
建
「
平
陵
訪
古
記
」
『
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
集
刊
』
一
i
四
、
一

　
九
三
〇
年

③
梅
原
末
治
『
東
距
考
古
学
論
考
』
一
九
三
四
年

④
　
三
宅
俊
成
「
長
山
列
島
先
史
時
代
の
小
調
査
」
腕
満
州
学
報
』
四
、
一
九
四
二
年

⑥
澄
田
正
一
「
遼
棄
半
島
の
先
史
遣
跡
」
『
橿
原
考
古
学
研
究
所
論
集
恥
四
、
一
九

　
七
九
年

⑥
　
梁
諒
恕
「
耀
山
文
化
一
中
国
文
明
渠
史
前
期
之
一
」
『
考
古
学
報
恥
辱
、
一
九

　
五
四
年

⑦
　
歩
達
『
中
国
新
石
器
時
代
』
一
九
五
九
年

⑧
山
策
省
文
物
管
理
処
「
日
照
累
両
表
号
等
7
個
遣
隠
笠
初
歩
勘
査
」
『
文
物
参
考

　
資
料
』
一
九
五
五
年
第
十
二
期

⑨
　
安
志
敏
「
試
論
黄
河
流
域
新
石
器
時
代
文
化
」
『
考
古
』
一
九
五
九
年
中
十
期

⑩
澄
田
正
一
「
竜
山
文
化
の
ひ
ろ
が
り
」
『
世
界
考
古
学
大
系
』
第
五
巻
、
一
九
六

　
〇
年

⑪
　
山
東
博
物
館
「
撃
鉄
大
波
口
文
化
」
『
文
物
集
刊
』
一
、
一
九
八
○
年

＠
9
磐
σ
q
』
（
毒
昌
σ
q
点
燈
…
§
恥
嵐
§
鳶
。
飽
田
ミ
詮
§
ミ
O
ミ
9
ミ
し
㊤
ミ

⑬
呉
乗
楠
ほ
か
「
対
銚
官
荘
与
青
燗
二
目
類
遺
存
的
分
析
」
『
考
古
』
一
九
七
八
年

　
第
六
期

⑭
　
黎
家
芳
ほ
か
「
典
型
龍
山
文
化
的
熱
源
、
発
展
及
社
会
性
質
出
猟
」
『
文
物
』
一

　
九
七
九
年
第
十
一
期

⑮
厳
文
明
「
龍
山
文
化
与
耀
山
時
代
」
『
文
物
臨
一
九
八
一
年
第
六
期

⑯
箭
二
目
⑫
に
同
じ
（
這
。
◎
①
）
。

⑰
秋
山
進
午
「
龍
肉
文
化
の
土
器
」
『
世
界
陶
磁
大
全
』
第
一
〇
巻
、
一
九
八
二
年

⑱
小
川
静
夫
「
極
東
先
史
土
器
の
一
考
察
」
『
東
京
大
学
考
古
学
研
究
室
研
究
記

　
要
』
一
、
一
九
八
二
年
。
宮
本
一
夫
「
中
国
東
北
地
方
に
お
け
る
先
史
土
器
の
編

　
年
と
地
域
性
」
『
史
林
』
第
六
八
巻
第
ご
号
、
一
九
八
五
年

⑲
呉
汝
酢
ほ
か
「
両
城
類
型
分
期
問
題
初
山
」
『
考
古
学
報
』
一
九
八
四
年
第
一
期

⑳
　
韓
熔
「
試
論
城
子
巌
類
型
」
『
考
古
学
報
』
一
九
八
九
年
第
ご
期

⑳
　
前
掲
註
⑰
に
同
じ
。

⑫
　
山
東
竜
山
文
化
は
泰
山
周
辺
に
分
布
し
て
い
る
と
い
う
特
徴
を
も
つ
た
め
に
、

　
境
界
を
接
し
な
い
比
較
的
離
れ
た
二
つ
の
地
域
か
ら
出
土
し
た
土
器
群
を
比
較
す

　
る
こ
と
に
よ
り
、
両
者
の
問
に
位
澱
す
る
文
化
類
型
の
存
在
と
そ
の
範
囲
を
解
明

　
す
る
方
法
を
採
る
。
た
と
え
ば
、
隣
接
地
区
の
土
器
群
を
直
接
比
較
す
る
こ
と
を

　
避
け
、
魯
中
南
と
魯
東
北
或
い
は
魯
東
南
と
魯
西
北
を
比
べ
て
、
形
が
類
似
す
る
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土
器
を
出
土
し
た
遺
跡
ど
う
し
を
つ
な
ぐ
と
、
文
化
類
型
の
特
徴
と
境
界
線
が
見

え
て
く
る
。

二
　
各
塊
域
の
山
東
竜
山
文
化
の
段
階
区
分
の
再
検
討

山東竜山文化の編年と類型（李）

　
山
東
地
区
は
三
方
を
海
に
囲
ま
れ
、
一
方
が
内
陸
と
隣
接
す
る
が
、
そ
の
隣
接
地
域
も
、
黄
河
の
氾
濫
と
河
道
の
改
変
に
よ
り
、
内
陸
と
つ

な
が
っ
て
は
ま
た
切
り
離
さ
れ
る
と
い
っ
た
状
況
で
あ
っ
た
た
め
に
、
相
対
的
に
独
立
し
た
一
つ
の
地
理
単
位
と
な
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
山
東

地
区
は
、
泰
山
周
辺
の
魯
東
南
、
魯
東
北
、
魯
西
北
、
魯
中
南
と
山
東
半
島
（
至
言
群
島
と
遼
島
半
島
の
最
南
部
を
含
む
。
先
史
時
代
の
半
島
部
分
と

泰
山
の
東
部
の
問
が
沼
地
と
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
山
東
半
島
も
独
立
の
小
地
理
単
位
と
な
っ
た
）
の
五
つ
の
小
さ
い
地
理
単
位
に
区
分
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
山
菓
竜
山
文
化
は
こ
の
よ
う
な
地
域
に
発
生
、
展
開
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
山
東
地
域
で
は
、
発
見
さ
れ
て
い
る
山
東
竜
山
文
化
の
遺
跡
は
非
常
に
多
く
、
少
な
く
と
も
一
六
三
箇
所
以
上
あ
る
が
、
発
掘
を
行
っ
た
遺

跡
は
六
〇
例
し
か
な
い
（
図
1
）
。
層
位
関
係
が
は
っ
き
り
し
た
分
析
対
象
と
し
得
る
代
表
的
な
遺
跡
は
わ
ず
か
一
七
箇
所
に
過
ぎ
な
い
。
す
な

　
　
　
　
　
　
　
　
①
②
　

③
　

わ
ち
、
魯
菓
南
の
呈
子
、
東
海
硲
、
両
界
鎮
、
三
里
河
、
魯
東
北
の
獅
子
行
、
書
家
口
、
銚
官
荘
、
南
陳
荘
、
荊
塞
王
、
青
燗
堆
、
魯
中
南
の

　
　
⑩
　
　
　
　
⑪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫
　
　
　
⑬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭
　
　
　
　
⑮

サ
家
城
、
西
呉
寺
、
山
東
半
島
の
里
家
圏
、
大
口
、
長
島
半
島
の
四
平
山
、
老
鉄
山
な
ど
で
あ
る
。
多
く
の
遺
跡
が
七
〇
年
代
以
前
に
発
掘
さ

れ
て
お
り
、
当
時
の
認
識
に
は
誤
っ
て
い
た
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
か
っ
た
の
で
、
各
遺
跡
の
時
期
は
正
し
く
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
ま
ま
に

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ま
ず
、
上
述
の
代
表
的
遺
跡
の
再
整
理
を
行
な
う
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　
1
　
魯
東
南
地
区

　
古
葉
南
地
区
の
代
表
的
な
遺
跡
は
墨
子
遺
跡
で
あ
る
。
思
子
の
山
東
竜
山
文
化
の
遺
構
は
墓
葬
と
灰
坑
が
多
い
。
報
告
者
が
墓
駕
篭
ω
“
。
↓
竃

お
（
M
は
墓
の
番
号
、
H
は
土
坑
の
番
号
、
F
は
佐
居
肚
の
番
号
。
以
下
同
じ
）
の
切
り
舎
い
関
係
に
基
づ
い
て
、
山
東
竜
山
文
化
の
土
器
を
早
、
中
、

晩
三
期
に
分
け
て
い
る
が
、
実
際
に
は
、
さ
ら
に
細
分
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
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山東竜山文化の編年と類型（李）

　
濃
き
か
ら
出
土
し
た
土
器
は
上
部
が
短
く
く
び
れ
る
脚
を
も
つ
高
柄
杯
、
長
い
頸
部
と
鼓
状
の
胴
部
を
も
つ
爾
、
筒
状
の
胴
体
を
も
つ
鼎
、

鼓
状
の
胴
体
の
壼
、
鱗
、
浅
い
盤
状
の
高
柄
豆
な
ど
で
あ
る
（
図
2
1
1
～
6
）
。

　
寓
ω
b
。
か
ら
出
土
し
た
土
器
は
筒
状
の
高
柄
杯
、
袋
状
の
脚
を
も
つ
魏
、
広
い
環
縁
の
袋
足
の
顛
、
騰
形
の
足
を
も
つ
鼎
、
蓋
付
き
の
翁
、
広

い
口
縁
の
罐
、
把
手
付
き
で
口
の
狭
い
杯
、
広
い
口
縁
と
太
い
高
台
を
も
つ
豆
な
ど
で
あ
る
（
図
2
…
1
9
～
2
7
）
。

　
土
器
の
形
態
と
組
合
せ
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
か
ら
、
両
者
の
年
代
差
は
か
な
り
大
き
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
鼠
ω
卜
⊃
と
共
に
罵
蒔
O
を
切
っ
て
い
る
遺
構
は
頃
『
で
あ
る
。
竃
G
。
b
。
の
広
い
口
縁
の
翁
、
浅
い
胴
部
の
碗
、
広
い
口
縁
の
罐
等
の
土
器
を
駆
足
の

同
類
の
土
器
に
比
べ
る
と
、
臨
圃
”
一
¶
の
翁
は
鼓
状
の
胴
部
、
広
い
感
冒
、
大
き
な
平
底
で
、
冨
。
。
b
。
の
も
の
は
球
状
の
胴
部
、
口
器
は
狭
く
、

蓋
を
も
つ
。
す
な
わ
ち
、
前
者
が
後
者
よ
り
古
い
特
徴
を
も
っ
て
い
る
。
ほ
か
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
土
器
と
比
べ
る
と
、
国
圃
の
も
の
と
よ

く
似
て
い
る
遺
構
が
頴
ば
、
頴
①
で
あ
る
。
鵠
＝
”
目
の
三
足
盤
の
胴
部
が
瓢
刈
”
O
の
碗
の
形
態
と
一
致
し
、
寓
り
”
一
の
顧
が
寓
H
膳
の
同
類

土
器
（
図
2
1
！
4
）
と
基
本
的
に
類
似
し
、
広
い
口
縁
を
も
ち
、
胴
部
は
鼓
状
を
呈
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
両
者
は
ほ
ぼ
同
じ
時
期
の
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

　
冨
降
O
を
代
表
と
す
る
土
器
群
は
鶴
団
、
出
に
、
黙
り
を
代
表
と
す
る
土
器
群
と
連
続
的
な
発
展
と
継
続
の
関
係
を
も
た
な
い
が
、
土
器
の
型

式
骨
身
微
か
ら
、
竃
鳶
の
土
器
の
組
合
せ
が
こ
の
空
白
を
埋
め
る
と
考
え
ら
れ
る
。
客
謬
”
b
。
の
男
柄
杯
は
胴
の
部
分
で
、
柄
と
腹
が
、
分
離

し
な
い
と
い
う
轡
形
上
の
特
色
が
あ
る
。
転
轍
か
ら
出
土
し
た
土
器
に
は
高
柄
杯
、
懇
、
鼎
、
翁
、
罐
、
三
足
盤
が
あ
る
（
図
2
－
7
～
1
2
）
。

欝
の
形
態
か
ら
見
れ
ば
、
冨
謬
”
心
の
魁
は
短
い
流
、
細
長
い
頸
部
、
長
い
胴
部
で
、
ン
濠
O
と
同
じ
段
階
の
鼠
お
る
の
鶴
と
異
な
る
（
図
2

…
2
、
8
）
。
聞
き
茜
の
鼎
は
筒
状
の
胴
部
、
短
い
口
縁
を
も
つ
。
罵
鳶
㎝
”
一
の
鼎
が
挙
状
の
胴
部
で
、
長
い
口
渇
を
も
ち
、
鼎
の
優
形
に
も

差
異
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
冒
お
る
の
聖
柄
杯
は
広
い
口
縁
、
柄
と
腹
が
分
離
し
、
胴
部
が
細
く
く
び
れ
る
。
ま
た
、
全
体
の
土
器
の
組

合
せ
も
異
な
る
。
よ
っ
て
、
冨
謬
を
代
表
と
す
る
土
器
を
鵠
↓
と
を
犀
O
の
間
に
置
い
て
よ
い
と
考
え
る
。

　
一
方
、
寓
罐
の
土
器
群
（
図
2
！
3
0
～
3
4
）
は
胴
部
に
横
向
き
の
把
手
が
つ
く
も
の
が
多
く
あ
り
、
あ
る
段
階
の
特
徴
を
表
し
て
い
る
と
見
ら105 （871）
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周東竜山文化の編年と類型（李）

れ
る
。
同
様
な
内
容
を
も
つ
も
の
は
三
里
河
遺
跡
の
冒
卜
。
一
〇
〇
が
あ
げ
ら
れ
る
。
土
器
の
具
体
的
な
特
徴
か
ら
み
れ
ば
、
冨
ω
ト
っ
の
土
器
群
と
非
常

に
異
な
る
。
冒
G
飛
鉢
二
の
鼎
は
小
口
素
食
で
、
三
角
轡
形
の
足
を
も
ち
、
鼠
縁
”
卜
。
の
翁
（
図
2
1
3
！
）
は
平
底
、
胴
部
に
四
つ
の
横
向
き
の
把
手

が
つ
き
、
露
鰹
”
O
の
杯
は
豪
腹
、
直
口
で
、
大
き
な
平
底
を
も
ち
、
頗
は
有
段
の
舟
縁
、
丸
味
を
帯
び
た
大
き
な
疑
心
を
も
つ
。
三
里
河
遺

跡
の
蜜
｝
O
①
・
冒
卜
。
H
O
O
出
土
の
頗
（
図
2
－
2
9
）
も
同
一
の
段
階
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
特
徴
は
と
り
わ
け
新
し
い
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
、
冨
ω
b
。
の
土
器
群
と
か
な
り
異
な
る
の
で
、
蜜
課
の
相
対
年
代
は
も
っ
と
も
新
し
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
で
、
呈
子
遺
跡
は
、
少
な
く
と
も
新
旧
の
五
つ
の
段
階
に
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
（
図
2
）
。

　
呈
子
遺
跡
の
時
期
区
分
の
結
果
か
ら
、
魯
東
南
地
区
の
ほ
か
の
山
東
竜
山
文
化
の
各
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
土
器
群
を
み
る
と
、
両
城
塁
遺
跡

　
　
⑯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

の
土
器
が
呈
子
の
第
二
段
階
に
、
三
里
河
遺
跡
の
鼠
一
8
、
寓
卜
。
H
O
O
が
聖
子
の
第
五
段
階
に
、
窯
卜
。
H
隠
が
第
三
段
階
に
相
当
す
る
。
有
名
な
平

海
思
遣
跡
の
中
文
化
層
の
墓
は
黒
子
の
第
一
段
階
に
相
当
し
、
上
文
化
層
の
墓
は
第
二
、
三
段
階
の
間
に
位
置
し
、
上
文
化
主
の
包
含
層
出
土

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

の
土
器
は
量
子
遺
跡
の
第
四
段
階
に
相
当
す
る
と
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
大
器
荘
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
土
器
の
ほ
と
ん
ど
は
里

子
の
第
一
段
階
と
相
似
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
呈
子
遺
跡
の
山
東
竜
山
文
化
の
五
段
階
の
土
器
は
、
魯
東
南
一
帯
に
分
布
す
る
山
東
竜
山
文
化

の
全
般
的
な
特
徴
を
表
し
て
い
る
と
み
て
よ
い
。

2
　
魯
東
北
地
区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

　
こ
の
地
区
で
は
、
発
掘
さ
れ
た
山
東
竜
山
文
化
の
遺
跡
は
獅
子
行
、
魯
家
口
、
総
轄
荘
を
代
表
と
す
る
。

　
獅
子
行
遺
跡
で
は
、
多
く
の
土
器
を
含
む
九
基
の
墓
葬
と
七
基
の
灰
坑
が
発
見
さ
れ
た
。
報
告
者
が
↓
一
の
訓
一
↓
冨
δ
『
の
切
り
合
い
関

係
と
土
器
の
人
形
の
変
化
に
基
づ
い
て
四
期
に
分
け
て
い
る
が
、
同
一
時
期
と
さ
れ
る
も
の
の
中
に
は
、
ま
だ
異
な
る
時
期
の
土
器
が
含
ま
れ

て
い
る
の
で
、
細
分
の
必
要
が
あ
る
。

　
報
告
者
が
第
一
期
と
し
た
寓
μ
O
b
。
、
H
O
蒔
、
さ
①
の
中
か
ら
出
土
し
た
土
器
群
を
摘
出
し
比
較
す
れ
ば
、
二
一
〇
幽
と
残
り
の
竃
目
O
H
、
冨
H
81e7　（873）
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山東竜山文化の編年と類型（李）

の
高
古
杯
、
鼎
、
三
足
盤
、
把
手
付
き
杯
の
形
態
が
少
し
異
な
る
こ
と
が
わ
か
る
（
図
3
－
1
～
4
と
6
、
8
～
1
1
）
。
ヨ
H
8
6
の
鼎
（
図
3
－
2
）

は
長
い
口
縁
と
胴
部
を
も
ち
頸
部
と
胴
部
の
比
が
一
H
ω
で
、
冨
H
設
”
切
の
鼎
（
図
3
－
8
）
は
や
や
短
い
混
融
、
そ
し
て
、
短
い
胴
部
を
も

ち
、
頸
部
と
胴
部
の
比
が
擬
”
継
で
あ
る
。
墓
誌
8
”
b
。
の
高
柄
杯
（
図
3
i
－
）
は
軍
部
と
柄
の
間
が
内
に
く
ぼ
み
、
聖
杯
〇
ω
”
り
の
高
熱
杯
（
図

3
…
6
）
は
杯
部
と
柄
の
間
が
く
ぼ
ま
な
い
。
鼠
H
O
①
”
。
。
の
把
手
付
き
杯
（
図
3
1
4
）
が
直
口
丸
底
で
、
把
手
が
胴
部
の
中
央
と
底
部
近
く
に

と
り
つ
く
の
に
対
し
て
、
冨
H
O
ら
①
の
把
手
付
き
杯
（
図
3
1
1
1
）
は
広
い
口
縁
で
、
平
底
、
把
手
が
胴
部
の
中
央
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
鼠

H
8
と
室
H
O
①
を
代
表
と
す
る
土
器
が
獅
子
行
遺
跡
の
最
も
古
い
も
の
で
（
図
3
…
－
～
5
）
、
呂
H
O
蒔
の
土
器
は
そ
れ
よ
り
新
し
い
も
の
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
（
図
3
－
6
～
1
2
）
。

　
さ
ら
に
、
鑑
δ
偽
と
諸
H
O
圃
（
図
3
－
1
3
～
1
8
）
の
間
に
も
差
異
が
あ
る
。
竃
H
O
合
一
の
懇
が
細
い
胴
部
に
、
細
長
い
頸
部
、
長
い
足
を
も
ち
、

把
手
が
頸
部
の
付
け
根
に
あ
る
の
に
対
し
て
、
属
目
O
¶
”
。
。
の
魏
は
太
い
鰐
足
、
凸
状
の
胴
部
、
把
手
は
頸
部
の
中
間
に
つ
け
る
と
い
う
違
い
が

あ
る
。
竃
δ
ご
『
の
鼎
の
胴
部
は
や
や
鼓
状
で
あ
り
、
冒
δ
ら
㎝
の
鼎
と
異
な
る
。
諸
同
O
『
二
の
三
足
盤
も
短
い
足
で
、
把
手
が
つ
く
が
、

竃
H
O
臼
b
。
の
三
足
盤
は
畏
い
足
を
も
ち
、
把
手
が
つ
か
な
い
。
器
種
の
組
合
せ
も
異
な
り
、
鼠
H
O
¶
は
把
手
付
き
杯
の
種
類
が
非
常
に
多
く
な

っ
て
い
る
。
鼠
H
O
圃
を
一
つ
の
発
展
段
階
と
す
る
こ
と
は
無
理
で
は
な
い
。

　
簡
報
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
報
告
者
が
冨
H
O
『
と
寓
δ
ω
を
同
じ
第
二
期
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
点
に
も
問
題
が
残
っ
て
い
る
。
冨
四
〇
ω
か
ら
出

土
し
た
土
器
は
高
倉
杯
、
魏
、
鼎
、
三
足
盤
、
三
足
双
耳
杯
と
把
手
付
き
杯
で
あ
る
（
図
3
…
1
9
～
2
4
）
。
属
H
O
ω
”
蒔
の
欝
は
翌
日
O
刈
”
c
。
の
鶴
よ

り
や
や
肥
大
し
て
お
り
、
頸
部
と
腹
部
の
境
界
線
が
は
っ
き
り
し
な
い
。
竃
同
O
ω
の
把
手
付
き
杯
（
図
3
－
2
2
）
は
長
門
、
大
き
な
平
底
に
、
短

足
で
、
冒
目
O
ご
¶
の
鼎
と
ま
っ
た
く
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
総
柄
杯
は
太
く
短
く
、
把
手
が
内
に
く
ぼ
む
特
恩
が
あ
り
、
冒
δ
『
二
の
高
重

杯
と
比
べ
る
と
、
か
な
り
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
以
上
か
ら
、
総
桐
〇
ω
の
相
対
年
代
は
認
一
〇
刈
よ
り
や
や
新
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
一
方
、
↓
H
の
鵠
一
、
国
b
。
O
心
、
8
一
の
鵠
卜
。
か
ら
出
土
し
た
織
柄
杯
、
懇
、
甑
、
鼎
、
三
足
盤
、
蓋
、
罐
、
豆
な
ど
の
土
器
は
基
本
的
に

類
似
す
る
外
反
口
縁
を
も
つ
た
め
に
、
同
時
期
の
土
器
群
と
す
る
こ
と
に
問
題
は
な
い
（
図
3
i
2
5
～
3
2
）
。
こ
れ
ら
の
土
器
群
は
鼠
H
8
よ
り
109 （875）



遅
れ
る
が
、
し
か
し
、
獅
子
行
遺
跡
の
最
宋
期
の
土
器
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
。
よ
り
新
し
い
土
器
は
冨
δ
α
と
頃
卜
。
O
b
。
か
ら
出
土
し
た
三
点

の
土
器
、
す
な
わ
ち
、
深
い
胴
部
、
尖
底
、
細
く
長
い
把
手
を
も
つ
織
柄
杯
、
広
い
由
縁
、
長
い
胴
部
、
平
底
《
浅
い
溝
を
刻
む
足
を
も
つ
鼎
、

そ
し
て
、
蓋
で
あ
る
（
図
3
1
3
3
～
3
5
）
。
こ
れ
ら
の
特
徴
を
上
述
の
土
器
と
比
べ
る
と
、
差
異
は
明
ら
か
で
あ
る
。
寓
一
8
と
団
b
。
O
b
。
を
獅
子
倉

遺
跡
の
山
東
竜
山
文
化
の
最
も
新
し
い
時
期
の
も
の
と
す
る
。

　
獅
子
行
遺
跡
同
様
の
検
討
が
必
要
な
遺
跡
は
銚
官
荘
で
あ
る
。
銚
官
荘
遺
跡
の
内
容
は
か
な
り
複
雑
で
、
大
波
口
文
化
、
竜
山
文
化
、
缶
石

（
国
幽
α
）
文
化
の
土
器
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
で
は
、
山
東
竜
山
文
化
の
土
器
が
一
番
多
い
。
報
告
者
は
前
期
と
晩
期
の
み
に
分
け
て
い
る
が
、
そ

れ
で
は
こ
の
遺
跡
の
山
東
竜
山
文
化
の
様
相
を
全
面
的
に
反
映
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
報
告
書
に
公
表
し
て
あ
る
土
器
の
出
土
位
置
に
基
づ

い
て
復
元
し
た
土
器
の
組
合
せ
か
ら
、
結
論
だ
け
を
示
す
と
次
の
五
つ
の
土
器
群
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
一
群
：
瓢
H
。
。
。
。
、
冨
H
O
、
鵠
H
。
。
さ
。
、
蜜
蜀
。
。
、
寓
蜀
を
代
表
と
す
る
。

　
第
二
群
：
団
H
。
。
り
、
団
H
陰
、
譲
α
①
、
竃
目
、
蜜
O
を
代
表
と
す
る
。

　
第
三
群
：
国
H
、
缶
H
G
。
切
、
缶
羅
⑩
を
代
表
と
す
る
。

　
第
四
群
：
蛮
窃
ω
、
臼
α
、
↓
刈
を
代
表
と
す
る
。

　
第
五
群
：
類
δ
O
、
日
H
の
上
層
を
代
表
と
す
る
。

　
第
一
群
土
器
の
組
合
せ
及
び
特
徴
は
獅
子
行
の
第
四
段
階
と
基
本
的
に
同
じ
で
あ
り
、
第
二
、
第
三
群
は
獅
子
行
の
第
五
段
階
と
類
似
し
、

さ
ら
に
、
第
五
群
が
獅
子
行
の
第
六
段
階
の
特
徴
と
一
致
す
る
。
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3
　
魯
西
北
地
底

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
魯
西
北
地
区
に
位
置
す
る
尚
荘
遺
跡
は
当
地
の
代
表
的
な
大
波
口
、
竜
山
文
化
の
遺
跡
で
あ
る
。
報
告
者
は
尚
荘
の
土
器
を
三
期
に
分
け
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

第
一
期
を
大
波
口
文
化
と
し
て
、
第
二
、
三
期
を
山
東
竜
山
文
化
と
し
た
。
基
本
的
な
編
年
に
問
題
は
な
い
が
、
山
東
竜
山
文
化
の
土
器
の
区



分
に
つ
い
て
は
、
再
考
の
余
地
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
ま
ず
、
山
東
竜
山
文
化
の
鼎
の
重
要
な
特
徴
で
あ
る
足
の
形
態
差
が
編
年
的
意
味
を
も
つ
こ
と
は
一
般
的
に
言
え
る
こ
と
で
あ
り
、
特
に
、

長
い
囁
形
の
鼎
の
足
は
、
各
遺
跡
で
非
常
に
限
定
さ
れ
た
時
間
内
に
お
い
て
見
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
に
着
目
す
れ
ば
、
編
年
の
信
頼

性
が
高
ま
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
す
る
と
、
報
告
者
の
第
二
、
三
期
の
鼎
は
、
同
じ
長
い
置
形
の
足
を
も
つ
こ
と
か
ら
、
異
な
る
時
期
の
土
器

と
す
る
の
は
無
理
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
第
二
、
三
期
の
豆
の
形
態
は
、
や
や
異
な
る
が
、
豆
の
出
土
地
点
の
検
討
か
ら
、
同
じ
層
位
（
国
一
〇
G
◎
）
か

ら
出
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
尚
聖
心
跡
の
山
東
竜
山
文
化
の
土
器
の
時
期
区
分
は
再
検
討
の
余
地
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　
簡
報
と
報
告
書
に
発
表
さ
れ
た
冠
着
の
出
土
し
た
層
位
と
灰
坑
と
の
切
り
合
い
関
係
に
よ
れ
ぽ
、
切
り
合
い
関
係
を
も
つ
灰
坑
は
少
な
く
と

も
一
三
組
あ
り
、
そ
の
う
ち
、
出
土
量
が
多
く
、
新
旧
関
係
が
は
っ
き
り
し
た
灰
坑
訓
誤
↓
麟
δ
。
。
に
示
さ
れ
る
時
期
差
を
尚
荘
遺
跡
の
編
年

的
な
軸
と
し
た
い
。
こ
の
新
旧
の
時
期
差
を
手
が
か
り
に
、
尚
荘
遺
跡
の
山
東
竜
山
文
化
の
編
年
を
組
み
直
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
毘
ド
O
c
。
か
ら
出
土
し
た
土
器
は
鶴
、
鼎
、
三
足
盤
、
爾
、
罐
、
蓋
、
翁
、
椀
、
盆
、
豆
で
あ
る
（
図
4
－
－
～
1
0
）
。

山東竜山文化の編年と類型（李）
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団
胡
か
ら
出
土
し
た
土
器
は
鼎
、
鶴
、
三
足
盤
、
…
p
閑
、
罐
、
蓋
、
翁
、
椀
、
盆
、
尊
、
蓋
、
盆
で
あ
る
（
図
4
－
！
1
～
2
0
）
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
土
器
群
は
山
東
竜
山
文
化
の
一
般
的
な
組
合
せ
と
し
て
は
十
分
で
あ
り
、
両
者
の
器
形
を
比
較
す
る
と
差
異
が
非
常
に
大
き
い

と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
尚
荘
遺
跡
の
山
東
竜
山
文
化
は
次
の
よ
う
に
二
つ
の
段
階
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
一
段
階
　
鵠
H
O
c
・
、
賑
ぱ
O
、
瓢
。
。
。
。
、
鷺
Φ
O
、
出
窃
①
か
ら
出
土
し
た
土
器
群
で
あ
る
。

　
第
二
段
階
　
韻
胡
、
罎
①
鱒
、
頃
H
ミ
、
O
H
、
団
O
b
。
、
鵠
置
Φ
か
ら
出
土
し
た
土
器
群
で
あ
る
。

　
魯
西
北
地
区
に
お
け
る
山
東
竜
山
文
化
の
も
う
｝
つ
の
遺
跡
は
南
陳
荘
遺
跡
で
あ
る
。
こ
の
遺
跡
で
は
、
山
東
竜
山
文
化
の
土
器
は
二
群
に

分
け
ら
れ
、
第
一
群
が
譲
。
。
の
袋
状
出
足
の
頗
、
騰
状
の
鼎
足
を
特
微
と
す
る
も
の
で
、
第
二
群
が
麟
¢
の
双
耳
翁
、
縦
長
の
注
口
の
魏
、
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

角
形
の
板
状
の
足
を
も
つ
鼎
で
あ
る
。
前
者
は
尚
荘
遺
跡
の
鵠
δ
G
。
の
土
器
の
組
合
せ
と
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
り
、
後
者
は
尚
荘
遺
跡
の
頴
胡

の
土
器
の
組
合
せ
に
か
な
り
似
て
い
る
。

　
荊
塞
王
遺
跡
で
は
、
山
菓
竜
山
文
化
の
土
器
は
数
量
が
少
な
く
、
組
合
せ
も
単
純
で
謙
る
。
主
な
工
種
は
騰
状
の
足
を
も
つ
鼎
、
平
底
の
豆
、

直
腹
の
盆
か
ら
な
り
、
こ
れ
も
尚
荘
遺
跡
の
螢
固
O
。
。
の
器
種
と
同
じ
で
あ
り
、
同
時
期
と
見
な
せ
る
。

　
尚
荘
遣
跡
の
西
南
に
位
置
す
る
有
名
な
青
怨
言
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
土
器
群
も
二
群
に
分
け
ら
れ
る
。
第
一
群
は
三
角
形
板
状
の
足
の
鼎
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

横
車
、
袋
足
の
魏
で
、
第
二
群
は
広
い
口
縁
の
平
底
の
豆
、
長
い
嚇
状
の
足
の
鼎
で
あ
る
。
両
者
は
そ
れ
ぞ
れ
尚
荘
の
頃
謡
・
出
さ
。
。
の
土
器

の
組
合
せ
と
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
魯
西
北
地
区
で
は
尚
荘
遺
跡
の
山
東
竜
山
文
化
に
み
ら
れ
る
発
展
段
階
が
普
遍
的
に
存

在
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
以
上
の
検
討
の
結
果
か
ら
、
尚
荘
遺
跡
の
山
雲
竜
山
文
化
の
土
器
を
新
た
な
二
段
階
に
分
け
る
の
は
問
題
な
く
、
少
な
く
と
も
魯
西
北
の
山

東
竜
山
文
化
の
様
相
を
基
本
的
に
反
映
し
て
い
る
と
考
え
る
。
た
だ
し
、
山
東
竜
山
文
化
の
全
期
間
存
続
し
た
と
い
う
証
拠
は
得
ら
れ
て
お
ら

ず
、
後
述
す
る
よ
う
に
前
半
期
の
遺
跡
は
未
発
見
で
あ
る
。
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魯
中
南
地
区

　
サ
家
城
遺
跡
の
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
こ
の
遺
跡
の
山
東
竜
山
文
化
の
層
位
及
び
遺
構
の
間
に
切
り
合
い
関
係
は
二
軍
組
以
上
あ
る
。
報
告
老

は
山
東
竜
山
文
化
の
土
器
を
六
段
階
に
分
け
て
い
る
が
、
実
際
は
、
土
器
の
共
伴
関
係
及
び
層
位
関
係
に
よ
っ
て
、
こ
の
遺
跡
の
土
器
は
九
界

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
分
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
（
図
5
）
。

　
第
一
群
は
大
波
口
文
化
の
特
色
を
残
す
高
柄
杯
、
深
い
胴
部
を
も
つ
罐
状
の
鼎
、
深
い
胴
部
の
平
底
の
罐
、
深
い
胴
部
の
豆
、
鼓
状
の
胴
部

の
杯
等
か
ら
な
り
、
諸
目
畷
、
隔
日
昌
、
蜜
H
昌
、
寓
H
ω
O
、
竃
H
8
、
蜜
H
O
。
。
か
ら
出
土
し
て
い
る
（
図
5
－
－
～
5
）
。

　
第
二
群
は
細
く
長
い
鞍
部
と
盤
状
の
炉
縁
を
も
つ
高
柄
杯
、
響
銅
と
長
い
流
を
も
つ
筒
状
の
胴
部
の
魏
、
鱗
形
の
足
を
も
つ
球
状
の
胴
部
の

藪
、
身
形
の
足
を
も
つ
盆
形
鼎
、
罐
、
大
き
な
圏
足
を
有
す
る
盤
、
注
が
上
に
伸
び
る
随
か
ら
な
り
、
司
b
。
鼠
、
閏
鱒
8
、
男
切
、
閏
＝
、
閏
ω

か
ら
出
土
し
て
い
る
（
図
5
1
6
～
1
2
）
。

　
第
三
群
は
深
い
胴
部
の
高
柄
杯
、
筒
状
の
胴
部
と
袋
状
の
足
を
も
つ
長
い
注
の
懇
、
袋
状
の
足
の
頗
、
三
角
形
の
脚
を
も
つ
鼎
、
双
耳
翁
、

双
出
塁
、
流
が
上
に
伸
び
る
匝
、
把
手
を
つ
け
る
深
い
胴
部
の
盆
等
か
ら
構
成
さ
れ
、
訟
『
。
。
①
、
冒
H
ω
心
、
蜜
ω
、
笛
零
、
蜜
刈
な
ど
か
ら
出
土

し
て
い
る
（
図
5
－
1
3
～
2
1
）
。

　
第
四
群
は
深
い
胴
部
の
聖
柄
杯
、
長
い
注
を
有
す
る
実
足
の
懇
、
長
い
注
を
つ
け
る
欝
形
の
器
、
肥
大
し
た
袋
足
を
も
つ
甑
、
蓋
の
つ
く
翁
、

短
い
胴
部
の
筒
形
の
把
手
付
ぎ
杯
、
広
い
雨
縁
を
も
つ
豆
、
二
つ
の
把
手
を
つ
け
る
深
い
胴
部
の
祖
忌
か
ら
構
成
さ
れ
、
旨
お
O
、
鼠
b
。
、
旨

お
O
、
竃
膳
、
鶏
b
。
謬
、
寓
刈
G
。
、
冨
ω
G
。
、
冨
H
零
、
言
H
b
。
㎝
、
冒
目
卜
。
ω
、
要
目
O
α
、
竃
H
鐸
、
鼠
お
㎝
、
寓
H
。
。
ω
か
ら
出
土
し
て
い
る
（
図
5
1
2
1
～
2
8
）
。

　
第
五
群
は
大
き
な
袋
状
の
足
を
も
つ
直
立
注
の
幾
、
細
い
腰
と
袋
状
の
足
に
実
足
を
も
つ
頗
、
球
形
の
胴
部
を
も
つ
鼎
、
狭
い
直
口
の
深
い

胴
部
を
も
つ
翁
、
深
い
身
の
把
手
付
き
杯
、
突
出
す
る
注
を
も
つ
塵
、
大
き
な
把
手
を
有
す
る
平
底
の
盆
か
ら
な
り
、
鼠
H
㎝
、
竃
張
り
、
類
刈
。
。
。
。
、

冒
お
『
、
国
切
念
、
H
望
O
か
ら
繊
土
し
て
い
る
（
図
5
…
2
9
～
3
5
）
。

　
第
六
群
は
段
状
の
口
縁
を
有
す
る
袋
状
の
足
の
甑
、
噛
形
の
足
を
も
つ
鼎
、
噛
形
の
足
を
も
つ
三
足
盤
、
深
い
胴
部
を
も
つ
小
さ
な
平
底
の

113　（879）
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翁
、
太
い
脚
部
を
も
つ
豆
等
か
ら
構
成
さ
れ
、
瓢
卜
。
。
。
、
缶
㎝
劉
、
露
出
ω
、
鵠
N
O
圃
、
国
b
。
ω
、
撮
ミ
①
、
類
卜
。
ミ
、
鵠
鐸
、
国
幽
。
。
、
国
8
か
ら
出
土

し
て
い
る
（
図
5
－
3
6
～
4
0
）
。

　
第
七
群
は
大
き
な
袋
状
の
足
と
短
い
注
を
も
つ
蘭
、
肥
大
し
た
乳
房
状
の
蟹
足
を
有
す
る
腰
の
く
び
れ
た
甑
、
断
面
形
「
V
」
字
形
の
足
を

も
つ
平
底
の
鼎
、
細
く
長
い
噛
形
の
足
を
も
つ
三
足
盤
、
深
い
胴
部
に
太
い
脚
部
を
も
つ
豆
等
か
ら
構
成
さ
れ
、
各
々
煕
q
O
、
瓢
b
。
心
。
。
、
瓢
＄
蒔
、

凄
謡
り
、
頃
㎝
零
、
類
①
O
刈
、
缶
岩
①
、
冨
8
㎝
、
頃
ざ
、
韻
お
O
か
ら
出
土
し
て
い
る
（
図
5
－
4
1
～
4
5
）
。

　
第
八
群
は
注
が
非
常
に
短
い
駕
、
口
取
の
断
面
が
方
形
を
呈
す
る
深
い
胴
部
の
顧
、
盆
に
似
た
鼎
、
口
縁
の
断
面
が
三
角
形
を
呈
す
る
扇
、

長
い
脚
部
を
も
つ
豆
等
か
ら
な
り
、
ほ
ミ
『
、
窯
卜
⊃
8
、
国
噛
8
、
冨
G
几
、
餌
謬
。
。
か
ら
出
土
し
て
い
る
（
図
5
－
4
6
～
5
0
）
。

　
第
九
群
は
長
く
細
い
胴
部
を
呈
す
る
高
柄
杯
、
肥
大
し
た
乳
房
状
の
脚
に
実
足
を
つ
け
た
長
い
注
の
畿
、
三
角
形
の
板
状
の
脚
を
も
つ
鼎
、

三
足
盤
、
外
反
す
る
口
縁
を
も
2
漏
、
球
状
の
胴
部
を
有
す
る
圏
足
の
壷
等
か
ら
な
り
、
国
団
。
。
一
、
鵠
爵
O
、
類
δ
O
、
竃
お
心
、
鵠
b
。
O
卜
・
、
㎝
ω
ω
、

国
8
刈
、
缶
器
、
日
H
㊥
研
、
鎖
幽
謬
か
ら
出
土
し
て
い
る
（
図
5
－
5
1
～
5
7
）
。

　
こ
の
超
群
の
土
器
群
の
間
の
先
後
関
係
は
、
魚
群
の
土
器
を
出
土
し
た
遺
構
の
間
に
存
在
す
る
切
り
含
い
関
係
及
び
こ
れ
ま
で
に
見
て
き
た

土
器
の
形
態
的
特
徴
か
ら
保
証
さ
れ
、
こ
の
順
に
、
サ
家
城
遺
跡
を
九
段
階
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
サ
家
城
に
隣
接
す
る
西
呉
寺
遺
跡
の
山
東
竜
山
文
化
の
土
器
も
五
段
階
に
分
け
ら
れ
、
お
お
よ
そ
弄
家
城
の
第
二
～
四
段
階
に
対
応
さ
せ
る

　
　
　
　
　
㊧
　
　
　
　
　
　
　
㊧

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
野
店
遺
跡
の
切
蒔
の
土
器
は
サ
家
城
の
第
二
段
階
に
対
応
し
、
鵠
。
。
と
鵠
¶
の
土
器
が
サ
家
城
の
第
四
段
階
に
一
致

す
る
ほ
か
、
前
掌
大
、
東
砂
荘
、
高
々
崩
、
大
面
口
、
花
裏
寺
、
龍
王
優
等
の
山
東
竜
山
文
化
の
遺
跡
で
も
ヂ
家
城
の
各
段
階
の
土
器
と
一
定

程
度
類
似
す
る
土
器
群
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
地
域
の
山
東
竜
山
文
化
は
サ
家
城
遺
跡
の
編
年
に
代
表
さ
れ
、
ほ

ぼ
全
体
的
な
様
相
が
示
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

116　（882）
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こ
の
地
区
で
は
注
目
さ
れ
る
遺
跡
が
二
つ
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
大
口
遺
跡
と
揚
船
圏
遺
跡
で
あ
る
。

　
大
口
遣
跡
は
廟
島
群
島
の
陀
研
島
に
位
置
す
る
遣
跡
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
体
形
の
土
器
は
少
数
で
あ
る
が
、
山
東
竜

山
文
化
の
も
の
が
殆
ど
で
あ
る
と
報
告
さ
れ
て
お
り
、
墓
、
灰
坑
の
土
器
は
二
時
期
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
報
告
さ
れ
て
い
る
層
位

関
係
を
検
討
し
て
み
る
と
、
報
告
者
の
編
年
観
と
や
や
異
な
る
見
解
に
達
す
る
。

　
ま
ず
、
竃
置
、
竃
卜
。
目
、
竃
卜
3
ひ
つ
、
竃
δ
、
竃
嵩
で
出
土
し
た
各
土
器
群
を
同
時
期
と
す
る
の
は
無
理
で
は
な
か
ろ
う
（
図
6
－
1
7
～
2
2
）
。
試
鼠

を
代
表
と
す
る
墓
は
、
こ
の
報
告
の
第
4
層
を
切
っ
て
い
る
の
で
、
大
口
遺
跡
の
墓
の
土
器
は
他
の
層
位
と
比
べ
る
と
、
新
し
い
発
展
段
階
の

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
他
の
層
位
か
ら
出
土
し
た
土
器
は
非
常
に
複
雑
で
あ
る
が
、
器
形
の
特
徴
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
土
器
を
含
む
日
H
⑤
と
8
N
（
刈
》
）
の
資
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料
を
基
礎
に
、
二
つ
の
発
展
段
階
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
円
H
”
㊥
層
土
器
の
組
合
せ
（
図
6
1
8
～
1
6
）
は
混
信
と
噛
状
と
環
状
の
鼎
足
、
広
い
薄
縁
の
豆
、
罐
、
把
手
が
底
部
に
連
接
す
る
把
手
付

き
杯
、
甑
、
直
行
す
る
長
い
頸
部
を
有
す
る
並
等
か
ら
な
る
。
こ
れ
は
蜜
置
を
代
表
と
す
る
土
器
の
様
相
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
。
両
老
は
異

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
る
年
代
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

対応関係

山東半島と遼東半島南部南東魯

生家二 大　口 四平山呈　子 両城鎮 東海硲 三里河

一（東海硲類型）一

　　　　　o
（四平山前期類型）

○二

（呈子二段階類型）

（揚家宅一段階類型）

一
（呈子三段階類型）

三

二
（大口類型）（両城鎮類型）

四

　望　　　　○

（楊家部二段階類型）

二

（星子五段階類型）

○五

一～縺F各造跡の段階，○：同類の土器がある。

　
日
目
㊥
層
よ
り
下
位
に
あ
る
日
臆
（
刈
〉
）
層
の
土
器
の
組
合
せ

（
図
6
－
1
～
7
）
は
板
状
の
足
の
鼎
、
足
を
も
つ
盤
状
の
鼎
、
器

蓋
、
罐
等
か
ら
な
る
。
言
鼠
と
8
H
㊥
層
の
土
器
の
組
合
せ
を
比

べ
れ
ば
、
大
き
な
差
異
が
存
在
し
て
い
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
大
口
遺
跡
の
山
東
竜
山
文
化
の
土
器
は
8
卜
。

（
『
諺
）
層
を
代
表
と
す
る
第
一
段
階
、
日
H
㊥
層
を
代
表
と
す
る

第
二
段
階
、
寓
置
を
代
表
と
す
る
第
三
段
階
と
い
う
三
段
階
に
分

け
ら
れ
る
。

遼
東
半
島
の
最
南
部
の
四
平
山
遺
跡
か
ら
発
見
さ
れ
た
山
東
竜

山
文
化
の
土
器
も
二
三
に
分
け
ら
れ
る
。
第
一
群
は
袋
足
長
頸
の

魏
、
高
い
脚
部
を
も
つ
豆
、
細
頸
壷
、
高
柄
杯
、
下
形
の
鼎
、
高

柄
杯
と
酷
似
し
た
紅
陶
杯
な
ど
か
ら
な
り
、
年
代
が
よ
り
古
い
と

思
わ
れ
る
。
第
二
群
は
大
口
遺
跡
の
竃
ば
を
代
表
と
す
る
第
三
段

階
の
も
の
と
老
鉄
山
石
塚
の
土
器
群
に
近
似
す
る
と
み
な
し
え
る
。

　
山
東
半
島
北
部
側
の
楊
家
圏
遺
跡
で
は
、
第
一
段
階
は
③
、
④
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山東竜山文化の編年と類型（李）

表1　山東竜山文化の主な遺跡の

北東魯魯中南魯　西　北

西呉寺　　獅子行 銚官荘 魯家口 郷家荘南陳荘　　罪家域耳玉

　（獅子行一段
一　　階類型）一

＿伊家ta一一段
　　　階類型）

一
二
三
四

三　　（銚官荘三段階類型）

五一
二
三

一
＝
一
一
四

（西呉寺類型）一

三
遡

第
亙
第
三
期

三
　
　
四

四

四
　
　
五

五
　
　
六（城子塵類型）

第
四
期

（魯家口五段階類型）

五ノ、

芙
九（ﾁ轟磐（尚荘二段階類型）

第
五
期

層
の
土
器
を
代
表
と
し
て
、
大
口
遺
跡
の
第
一
段
階
に
似
て
、
第

二
段
階
は
②
層
を
代
表
と
し
て
、
第
三
段
階
の
基
本
的
な
特
微
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

大
口
鳥
跡
の
第
三
段
階
に
あ
た
る
。

　
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
各
地
域
の
遺
跡
に
お
い
て
、
甲
形
が
よ
く

似
て
い
る
土
器
を
同
時
期
の
産
物
と
み
な
し
、
層
位
関
係
を
加
味

し
て
、
代
表
的
な
遺
跡
の
各
段
階
の
対
応
関
係
を
表
1
に
示
す
。

こ
の
分
析
か
ら
各
遺
跡
に
お
け
る
山
東
竜
山
文
化
の
継
続
時
間
が

一
律
で
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
あ
る
遺
跡
で
は
、
竜

山
文
化
の
発
展
が
連
続
的
で
あ
る
が
、
あ
る
遺
跡
で
は
、
山
東
竜

山
文
化
の
発
展
が
断
続
的
で
あ
り
、
代
表
的
な
各
遺
跡
の
全
体
か

ら
み
れ
ば
、
山
東
竜
山
文
化
の
発
展
の
歩
み
は
非
常
に
複
雑
な
様

相
を
星
し
、
け
っ
し
て
単
純
で
は
な
い
と
い
え
る
。
表
1
か
ら
み

れ
ば
、
魯
西
北
と
山
葉
半
島
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
山
東
竜
山
文

化
の
土
器
の
年
代
は
新
し
く
、
魯
東
北
の
遣
跡
か
ら
出
土
し
た
土

器
の
年
代
は
古
い
こ
と
が
わ
か
る
。
魯
中
南
と
魯
東
南
の
遺
跡
か

ら
出
土
し
た
土
器
は
山
東
竜
山
文
化
の
大
部
分
の
発
展
段
階
間
の

変
化
を
示
し
て
い
る
が
、
古
い
段
階
の
土
器
は
少
な
い
。
総
じ
て

山
東
竜
山
文
化
の
出
現
か
ら
消
滅
に
か
け
て
の
全
期
に
わ
た
り
継

続
し
た
遣
跡
は
非
常
に
少
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
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い
た
あ
る
特
定
の
遺
跡
の
編
年
に
よ
っ
て
分
期
し
て
い
た
山
東
竜
山
文
化
の
編
年
の
欠
点
が
わ
か
ろ
う
。

①
昌
灘
地
区
文
物
管
理
組
「
山
策
諸
城
呈
子
芋
祉
発
掘
報
告
」
『
考
古
学
報
』
一
九

　
八
○
年
第
三
期

②
　
山
東
省
博
物
館
二
九
七
五
年
東
海
硲
遺
肚
的
発
掘
」
『
考
古
』
一
九
七
六
年
第

　
六
期

⑧
中
国
社
会
科
学
院
考
古
学
研
究
所
『
二
塁
三
里
河
』
中
国
田
野
考
古
学
報
告
専

　
刊
丁
種
畜
三
十
二
号
、
一
九
八
八
年

④
灘
坊
市
芸
術
館
等
「
山
東
灘
県
獅
子
行
遺
祉
発
掘
簡
明
」
『
考
古
』
一
九
八
四
年

　
第
八
期

⑤
　
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
山
東
隊
「
灘
県
庶
家
出
田
石
器
時
代
遣
祉
」
『
考

　
古
学
報
隔
一
九
八
五
年
第
三
期

⑥
山
東
省
文
物
考
古
研
究
所
等
「
山
爽
糧
嚢
荘
遺
吐
発
掘
報
告
」
『
文
物
資
料
叢

　
刊
』
5
、
一
九
八
一
年

⑦
山
東
大
学
歴
史
系
考
古
専
業
「
山
東
省
仕
平
県
南
陳
甲
羅
堤
発
掘
簡
潔
」
『
考

　
古
』
一
九
入
五
煽
ヰ
第
四
期

⑧
徳
州
地
区
文
物
工
作
隊
「
山
東
禺
城
県
荊
纂
王
遣
肚
的
調
査
試
掘
」
『
考
古
』

　
一
九
八
三
年
第
十
｝
期

⑨
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
「
梁
肉
青
欄
堆
遺
肚
発
掘
区
報
」
『
考
古
」
一
九

　
山
ハ
ニ
年
第
一
欄
馴

⑩
　
山
東
大
学
歴
史
系
考
古
専
業
教
研
室
『
洒
水
界
家
城
』
一
九
九
〇
年

⑪
　
文
化
部
文
物
局
田
野
考
古
培
訓
点
『
莞
州
西
呉
寺
撫
一
九
九
一
年

⑫
南
東
省
文
物
考
古
研
究
所
等
「
山
東
栖
霞
楊
家
圏
遣
肚
発
掘
簡
報
」
『
史
前
研

　
究
撫
｝
九
八
四
年
第
三
期

⑬
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
山
東
工
作
隊
「
山
東
省
長
島
県
舵
硯
島
大
口
遣

　
肚
」
『
考
古
』
一
九
八
五
年
第
十
二
期

⑭
澄
田
正
一
「
遼
島
半
島
の
先
史
遺
跡
」
『
橿
原
考
古
学
研
究
所
論
集
』
四
、
一

　
九
七
九
年

⑯
旅
大
市
文
物
管
理
組
「
旅
順
老
鉄
山
積
石
墓
」
『
考
古
』
一
九
七
八
年
第
二
期

⑯
劉
敦
懇
「
日
照
邑
城
鎮
墨
壷
調
査
」
『
考
古
学
報
』
一
九
五
八
年
第
一
期

⑰
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
『
肢
県
三
里
河
』
中
国
田
野
考
古
学
報
告
専
刊

　
丁
種
第
一
二
十
二
号
、
一
九
八
八
年

⑱
前
掲
註
⑰
に
同
じ

⑲
臨
折
文
物
組
「
山
東
臨
沃
大
難
荘
新
石
器
隣
代
墓
葬
発
掘
」
「
考
古
」
一
九
七
五

　
年
第
一
期

⑳
　
山
東
省
博
物
館
「
山
東
仕
平
尚
荘
厳
祉
第
一
次
発
掘
簡
報
」
『
文
物
』
一
九
七
八

　
年
第
四
期

⑳
山
東
省
博
物
館
「
山
東
仕
平
聖
地
新
石
器
時
代
遺
肚
」
『
考
古
学
報
』
一
九
八
五

　
年
第
四
期

⑫
　
徳
州
地
区
文
物
工
作
隊
「
山
東
萬
城
県
荊
聖
王
遺
蛙
的
玉
壷
試
掘
」
『
考
古
』
一

　
九
八
三
年
第
十
一
期

　
　
前
掲
註
⑨
に
同
じ

⑭
　
前
掲
註
⑩
に
同
じ

⑮
　
前
掲
註
⑪
に
同
じ

⑯
　
田
東
省
博
物
館
『
州
県
装
置
臨
、
一
九
八
六
年

⑳
　
山
東
省
文
物
考
古
研
究
所
等
「
山
東
栖
霞
楊
家
圏
遺
習
発
掘
簡
報
」

　
究
』
一
九
八
四
年
第
三
期

『
史
前
研
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由東竜山文化の編年と類型（李）

三
　
土
器
の
変
化
と
編
年

　
山
東
竜
山
文
化
の
基
本
的
な
特
徴
を
は
っ
き
り
示
す
代
表
的
な
土
器
と
は
、
各
遺
跡
か
ら
し
ば
し
ば
出
土
し
、
発
展
の
全
過
程
に
存
在
す
る

品
種
を
指
標
と
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
高
柄
杯
、
爆
、
甑
、
鼎
と
い
う
四
種
類
を
抽
出
し
て
、
各
遺
跡
で
検
討
し
た
年
代
の
前

後
関
係
に
基
づ
い
て
、
変
化
の
方
向
を
検
討
し
て
み
る
。

　
高
柄
漏
…
…
山
東
竜
山
文
化
の
発
展
の
全
過
程
に
存
在
し
た
代
表
的
な
土
器
で
あ
る
。
こ
の
器
種
は
大
豊
口
文
化
の
黒
陶
高
歩
杯
か
ら
変
化

し
て
き
た
と
一
般
的
に
認
め
ら
れ
て
お
り
、
山
窟
竜
山
文
化
の
時
期
に
、
製
作
技
術
と
形
態
が
最
高
峰
に
達
し
た
。
形
態
の
違
い
に
よ
っ
て
、

五
式
に
分
け
る
。

　
1
式
　
杯
部
の
胴
部
が
丸
く
、
杯
部
と
脚
部
の
間
に
は
、
細
い
く
び
れ
部
が
存
在
す
る
（
図
7
1
1
）
。

　
獲
式
　
杯
部
と
脚
部
が
一
体
に
な
り
、
細
い
く
び
れ
部
が
な
く
な
る
（
図
7
i
2
）
。

　
皿
式
　
脚
部
と
杯
部
が
細
長
く
な
り
、
杯
部
は
浅
い
丸
底
と
な
る
（
図
7
1
3
）
。

　
W
式
　
極
め
て
細
い
脚
部
を
有
し
、
杯
部
は
深
く
な
り
、
底
部
は
鋭
く
な
る
（
図
．
－
1
4
）
。

　
V
式
　
脚
部
が
太
く
、
杯
部
も
広
い
（
図
7
1
5
）
。

　
獣
畜
杯
の
変
化
の
方
向
は
非
常
に
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
杯
部
は
ラ
ッ
パ
状
か
ら
端
部
が
直
立
す
る
も
の
に
か
わ
り
、
脚
部
は
い
っ
た
ん
細

い
も
の
か
ら
太
い
も
の
へ
と
な
り
、
さ
ら
に
、
細
長
く
な
る
。
落
部
の
底
部
は
丸
底
か
ら
尖
底
に
な
る
。
各
型
式
が
出
土
し
た
層
位
を
調
べ
る

と
、
ま
ず
、
1
式
が
雰
家
城
、
呈
子
、
獅
子
行
な
ど
の
｝
段
階
に
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
H
式
は
獅
子
行
二
、
四
、
娩
官
荘
一
段
階
、
四

平
山
遺
跡
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
皿
式
は
界
家
城
二
、
西
呉
寺
一
段
階
に
出
土
し
、
W
式
が
扇
子
四
、
歩
家
城
三
段
階
の
層
位
か
ら
出
土
し
て

い
る
。
V
式
は
獅
子
行
六
、
雰
家
城
九
段
階
に
多
く
出
土
し
て
い
る
。

　
欝
…
…
山
東
地
域
は
懇
の
起
源
地
で
あ
る
が
、
山
東
竜
山
文
化
の
慧
の
変
化
は
必
ず
し
も
複
雑
で
は
な
く
、
足
の
形
に
基
づ
い
て
、
A
型
と
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山東竜山文化の編年と類型（李）

B
型
に
分
か
れ
る
。
A
型
が
袋
形
の
足
、

　
A
型
を
五
式
に
分
け
る
。

Is「皿豆王
式式式式

V
式

B
型
が
実
足
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。

頸
部
は
細
く
短
く
、
胴
部
が
球
形
で
あ
る
（
図
7
－
6
）
。

頸
部
は
細
長
く
直
立
し
、
胴
部
が
楕
円
球
形
で
、
把
手
は
頸
胴
部
の
境
か
ら
胴
部
の
中
ほ
ど
に
か
け
て
つ
く
（
図
7
－
7
）
。

頸
部
は
太
く
、
注
は
長
く
な
る
。
袋
足
は
深
く
な
り
、
把
手
が
頸
部
の
な
か
ぽ
か
ら
胴
部
の
上
半
に
か
け
て
つ
く
（
図
7
1
8
）
。

注
口
は
長
く
な
り
、
頸
部
は
短
く
、
沈
線
を
数
条
め
ぐ
ら
し
、
胴
部
と
の
境
も
不
明
瞭
に
な
る
。
口
縁
部
は
直
口
に
な
る
。
袋
足
は

肥
大
す
る
（
図
7
－
9
）
。

広
く
短
い
注
口
を
も
ち
、
頸
部
と
胴
部
が
一
体
に
な
り
、
袋
足
は
最
も
肥
大
す
る
（
図
7
－
1
0
）
。

　
B
型
も
三
式
に
分
け
る
。

　
一
式
　
太
い
頸
部
を
も
ち
、
胴
部
は
楕
円
形
を
塁
す
る
。
A
型
か
ら
派
生
し
て
き
た
印
象
を
与
え
る
（
図
7
－
1
1
）
。

　
1
式
　
さ
ら
に
頸
部
が
太
く
な
り
、
胴
部
は
球
形
と
な
る
（
図
7
－
1
2
）
。

　
皿
式
　
頸
部
は
細
長
く
な
り
、
注
は
長
く
直
行
す
る
（
図
7
－
1
3
）
。

　
A
型
魁
は
袋
足
が
細
い
も
の
か
ら
肥
大
し
た
も
の
へ
、
頸
部
が
細
い
も
の
か
ら
太
い
も
の
へ
、
注
が
上
部
の
開
く
長
い
も
の
か
ら
上
部
が
内

側
へ
閉
じ
る
短
い
も
の
へ
と
変
化
す
る
。
把
手
を
つ
け
る
位
置
は
低
位
か
ら
高
位
に
な
る
方
向
を
も
つ
。
B
型
駕
は
頸
部
が
細
長
く
な
る
。

　
A
I
式
は
孟
子
一
、
獅
子
行
一
段
階
に
属
し
、
A
H
式
は
罪
家
城
四
段
階
に
出
る
。
A
可
式
は
サ
家
城
七
、
八
段
階
の
土
器
で
あ
る
。
A
y

式
は
罪
家
城
九
、
鹿
家
無
二
、
曝
露
二
段
階
に
属
す
る
。
B
一
式
は
ヂ
家
城
二
、
魯
家
口
上
、
属
官
荘
二
段
階
の
土
器
で
あ
り
、
B
E
式
は
銚

官
荘
三
、
呈
子
三
、
四
段
階
の
層
位
か
ら
出
土
す
る
。
B
皿
式
は
二
子
六
、
厨
家
口
六
、
挑
官
本
六
段
階
の
土
器
で
あ
る
。

　
頗
…
…
出
現
の
時
期
は
や
や
遅
い
が
、
変
化
の
特
徴
は
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
A
型
と
B
型
に
分
け
る
。

　
A
型
は
実
足
で
、
二
式
に
分
け
る
。
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1
式
　
三
日
月
形
の
足
を
有
す
る
（
図
7
i
1
4
）
。

　
皿
式
　
柱
状
の
足
を
有
す
る
（
図
7
…
1
5
）
。

　
変
化
の
方
向
は
1
式
か
ら
匪
式
へ
変
化
す
る
。

　
B
型
は
袋
足
で
、
三
式
に
分
け
る
。

　
1
式
　
綱
い
袋
足
で
、
実
足
の
尖
端
部
を
も
た
な
い
（
図
7
i
1
6
）
。

　
∬
式
　
肥
大
し
た
袋
足
、
尖
端
に
長
い
実
足
を
も
つ
（
図
7
1
1
7
）
。

　
皿
式
　
乳
房
状
の
肥
大
し
た
袋
足
で
、
乳
頭
状
の
実
足
を
も
つ
（
図
7
1
1
8
）
。

　
細
い
袋
足
か
ら
乳
房
状
の
袋
足
へ
と
変
化
す
る
。

　
A
I
式
は
サ
家
城
二
、
銚
官
荘
二
段
階
に
あ
り
、
・
A
豆
式
は
銚
官
荘
三
、
魯
家
口
三
、
呈
子
三
、
獅
子
行
三
段
階
の
層
位
か
ら
出
土
し
て
い

る
。
B
一
式
は
罪
家
城
四
、
心
墨
寺
三
段
階
に
属
し
、
B
H
式
は
罪
家
城
五
、
六
、
早
耳
｝
段
階
の
土
器
で
あ
る
。
B
皿
式
は
罪
家
城
九
、
尚

荘
二
、
銚
官
荘
五
段
階
に
相
当
す
る
。

　
鼎
…
…
山
東
地
域
で
は
非
常
に
古
い
歴
史
を
も
ち
、
北
辺
文
化
に
出
現
し
、
大
波
口
文
化
の
晴
期
に
十
分
発
展
し
て
、
山
東
竜
山
文
化
で
は

最
も
代
表
的
な
土
器
と
な
る
。
胴
部
と
足
部
の
形
状
を
基
準
と
し
て
、
A
型
と
B
型
に
分
け
る
。

　
A
型
は
罐
形
の
胴
部
の
も
の
で
、
墾
状
或
い
は
板
状
の
足
を
も
つ
。
五
式
に
分
け
る
。

V】V巫HI式式式式式
広
口
で
、
頸
部
は
外
反
し
、
盤
状
の
足
を
も
つ
（
図
7
－
1
9
）
。

頸
部
は
や
や
内
趨
し
、
墾
状
の
脚
部
は
長
く
な
り
、
胴
部
は
細
く
な
る
（
図
7
1
2
0
）
。

頸
部
は
短
く
な
る
（
図
7
…
2
1
）
。

頸
部
が
細
く
な
り
、
三
角
形
の
板
状
の
足
を
も
つ
（
図
7
－
2
2
）
。

平
た
い
口
縁
で
、
直
立
す
る
頸
部
と
肩
部
の
二
つ
の
紐
を
も
ち
、
胴
部
は
膨
ら
み
、
分
厚
い
三
角
形
の
足
を
も
つ
（
図
7
i
2
3
）
。

124　（890）



山東竜山文化の編年と類型（李）

　
W
式
　
二
重
口
縁
、
斜
め
の
頸
部
を
も
ち
、
胴
部
は
浅
く
な
り
、
薄
い
三
角
形
の
脚
を
も
つ
（
図
7
－
2
4
）
。

　
B
型
は
盆
形
の
胴
部
で
、
噛
足
を
も
つ
。
三
式
に
分
け
る
。

　
1
式
　
広
口
で
胴
部
が
二
段
に
な
り
、
弧
形
三
角
形
の
足
を
も
つ
（
図
7
…
2
5
）
。

　
E
式
　
底
が
浅
く
、
長
い
噛
形
の
足
を
も
つ
（
図
7
1
2
6
）
。

　
皿
式
　
底
が
浅
く
、
上
げ
底
に
な
り
、
半
月
形
の
脚
を
も
つ
（
図
7
－
2
7
）
。

　
A
型
と
B
型
の
変
化
の
方
向
は
各
々
馨
状
足
か
ら
三
角
形
状
脚
へ
、
弧
形
三
角
形
足
か
ら
嚇
状
の
足
、
そ
し
て
半
月
形
の
足
へ
で
あ
る
。

　
A
I
式
は
農
家
城
一
、
書
家
口
一
段
階
の
層
位
に
出
土
し
、
A
豪
農
は
墨
子
一
、
獅
子
行
［
段
階
に
属
し
、
A
書
式
は
サ
家
城
四
段
階
に
見

ら
れ
る
。
A
W
式
は
魯
家
口
六
、
岩
子
六
、
ヂ
家
城
九
、
銚
官
荘
六
段
階
に
出
土
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
B
I
式
は
銚
官
荘
二
、
歩
家
城
二
、

西
袋
寺
二
段
階
の
層
位
に
出
土
し
、
B
H
式
は
銚
宮
荘
四
、
魯
家
口
調
、
弄
家
城
六
、
大
口
二
、
尚
荘
一
段
階
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

B
盃
式
は
魯
家
口
六
、
尚
荘
三
、
揚
家
圏
二
段
階
に
認
め
ら
れ
る
。

　
高
教
杯
の
変
化
か
ら
見
る
と
、
五
つ
の
発
展
段
階
が
あ
る
。
A
尋
者
も
五
つ
の
段
階
に
分
け
た
が
、
B
型
の
鷲
の
変
化
か
ら
観
察
す
れ
ば
、

B
豆
鶴
は
A
皿
と
A
W
畿
の
間
に
存
在
す
る
断
絶
を
補
う
こ
と
が
で
き
る
た
め
に
、
懇
は
計
六
つ
の
発
展
段
階
に
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

A
型
鼎
に
は
六
つ
の
発
展
段
階
が
あ
る
が
、
B
野
蒜
は
三
段
階
に
分
け
ら
れ
る
。
以
上
の
代
表
的
な
土
器
の
発
展
段
階
を
山
東
竜
山
文
化
の
再

編
年
の
指
標
と
す
れ
ば
、
山
東
竜
山
文
化
は
大
き
く
五
期
に
分
け
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
（
図
7
）
。
頗
は
出
現
す
る
時
期
が
高
受
杯
、
鶴
、
鼎

よ
り
遅
れ
る
が
、
第
二
期
か
ら
第
五
期
に
か
け
て
連
続
的
に
存
続
し
て
い
る
。
い
っ
ぽ
う
第
三
期
に
は
、
B
I
鷲
が
出
現
し
て
、
第
四
期
に
は
、

B
1
頗
、
A
H
鼎
が
出
現
し
、
A
型
π
頗
は
な
く
な
り
、
ま
た
、
B
型
∬
鼎
や
W
式
高
柄
杯
の
形
も
大
き
な
変
化
を
起
こ
す
。
こ
れ
か
ら
み
る

と
、
第
三
期
と
第
四
期
の
間
に
は
、
山
東
竜
山
文
化
の
激
し
い
変
動
が
暗
示
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
第
四
期
に
含
ま
れ
る
土
器
の
型
式
は

ほ
か
の
時
期
よ
り
や
や
多
く
、
と
り
あ
え
ず
第
四
期
を
前
後
二
つ
の
段
階
に
分
け
て
、
将
来
、
新
し
い
資
料
が
増
え
れ
ば
、
さ
ら
に
、
も
う
一

時
期
を
設
け
る
こ
と
に
し
た
い
。
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四
　
文
化
類
型
の
区
分
と
動
態

　
さ
て
、
以
上
述
べ
た
山
東
竜
山
文
化
の
編
年
案
に
し
た
が
っ
て
、
同
時
期
に
異
な
る
地
区
で
出
土
し
た
土
器
の
形
態
の
差
異
と
土
器
群
の
組

合
せ
の
差
、
器
種
の
増
減
の
変
化
を
基
準
と
し
て
、
文
化
の
類
型
を
時
期
ご
と
に
と
ら
え
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
（
図
8
）
。

　
第
一
期
で
は
三
つ
の
地
域
に
特
徴
的
な
山
東
竜
山
文
化
類
型
が
認
め
ら
れ
る
。

　
魯
中
南
と
魯
東
北
の
土
器
群
を
比
べ
る
と
、
前
者
に
は
、
条
説
文
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
前
者
で
は
、
鼎
の
足
は
直
立
す
る
。
聖
柄
杯
の
導

出
は
厚
く
、
胴
下
部
が
直
角
に
張
り
、
豆
の
脚
部
は
高
足
杯
と
同
様
に
作
ら
れ
、
大
波
口
文
化
の
要
素
を
残
し
て
い
る
。
後
者
の
鼎
の
足
は
繋
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図8　山東竜山文化各類型の分布範囲の動態

　　　　①第一期
　　　　②第二期
　　　　③第三期
　　　　④第四期
　　　　⑤第五期

状
で
外
方
に
開
く
。
条
薦
文
が
少
な
い
。
豆
は
杯
部
が
浅
く
、
高
柄
杯
は
大
き
な
ラ
ッ
パ
状
の
口
を
も
つ
。
そ
し
て
、
新
し
い
画
配
と
し
て
三

足
杯
が
出
現
し
て
い
る
。
両
者
の
土
器
群
に
は
以
上
の
差
異
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
よ
っ
て
前
者
を
「
サ
家
城
一
段
階
類
型
」
と
呼
び
、
後

者
を
「
獅
子
行
一
段
階
類
型
」
と
呼
ん
で
区
別
す
る
。

　
こ
の
両
類
型
の
間
に
位
置
す
る
魯
東
南
の
土
器
群
の
特
徴
は
両
類
型
と
も
異
な
る
。
ま
ず
、
第
一
に
鷲
が
上
げ
ら
れ
る
。
高
粛
粛
は
ラ
ヅ
パ

状
の
口
縁
で
頸
部
が
し
ま
り
、
胴
部
が
円
形
で
、
器
壁
が
薄
い
。
鼎
の
脚
は
「
八
」
字
形
に
な
り
、
大
き
く
浅
い
杯
部
と
太
い
脚
部
を
も
つ
豆

が
あ
る
。
こ
れ
を
「
東
海
硲
類
型
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
魯
西
北
と
山
東
半
島
に
第
一
期
の
土
器
群
が
ま
だ
発
見
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
山
東
竜
山
文
化
は
以
上
の
三
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つ
の
類
型
か
ら
始
ま
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
第
二
期
に
な
る
と
、
山
東
竜
山
文
化
の
分
布
範
囲
は
泰
山
の
東
側
で
広
く
な
り
、
文
化
の
様
相
に
か
な
り
斉
一
性
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
。
し
か
し
、
泰
山
の
西
側
で
は
分
布
は
希
薄
と
な
り
、
基
本
的
に
二
つ
の
類
型
に
ま
と
ま
る
。

　
こ
の
時
期
の
魯
東
南
、
魯
東
北
で
は
、
土
器
群
の
間
に
多
く
の
相
異
点
は
な
く
同
…
類
型
と
み
な
し
う
る
。
懇
は
大
波
口
文
化
の
後
に
再
び

盛
ん
に
な
り
、
実
感
の
鳶
足
付
け
根
の
内
部
が
突
出
す
る
特
徴
が
目
立
ち
、
頸
部
が
伸
び
る
。
鼎
は
馨
形
の
足
で
あ
り
、
高
柄
杯
は
非
常
に
大

き
な
ラ
ヅ
パ
形
の
口
縁
部
を
有
し
、
杯
部
が
浅
く
、
胴
部
と
脚
部
の
境
界
線
が
な
く
な
る
。
こ
の
よ
う
な
共
通
の
特
徴
が
泰
山
の
東
部
の
広
い

範
囲
に
行
き
わ
た
る
。
こ
れ
を
「
呈
子
二
段
階
類
型
」
と
呼
ぶ
。

　
鼠
子
二
段
階
に
併
行
す
る
の
は
野
島
半
島
の
最
南
部
で
発
見
さ
れ
た
四
平
山
積
石
墓
の
土
器
群
で
あ
る
。
懲
は
か
な
り
肥
大
し
た
低
い
書
足

を
も
ち
、
山
東
半
島
の
大
波
口
文
化
の
後
期
の
特
徴
を
残
し
て
い
る
。
高
柄
杯
は
紅
陶
で
、
泰
山
地
域
の
黒
陶
の
感
量
杯
に
酷
似
し
た
当
地
の

も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
土
器
群
の
全
体
か
ら
見
れ
ば
、
製
作
の
技
術
レ
ベ
ル
は
低
い
と
言
え
る
。
こ
れ
を
「
四
平
山
前
期
類
型
」
と
呼
ん
で

も
よ
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
類
型
の
分
布
範
囲
は
ど
こ
ま
で
が
ふ
さ
わ
し
い
か
に
つ
い
て
は
、
今
少
し
検
討
の
必
要
が
あ
る
。
遼
島
半
島
で
発
見
さ
れ

た
山
東
竜
山
文
化
の
遺
跡
は
あ
ま
り
多
く
な
く
、
多
く
は
笹
島
半
島
の
最
南
部
の
沿
海
一
帯
に
分
布
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
山
東
竜
山
文
化
は

山
東
地
区
か
ら
成
立
し
た
後
に
、
周
辺
地
区
に
伝
播
し
て
ゆ
く
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
四
平
山
の
積
石
墓
が
代
表
す
る
土
器
群
の
文
化
様
相
が
山

東
か
ら
伝
わ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
こ
の
伝
播
の
過
程
で
、
文
化
の
様
相
は
徐
々
に
変
化
し
て
ゆ
く
の
で
あ
り
、
ま
た
、
山
東
半
島
は
遼

島
半
島
と
泰
山
地
区
の
間
に
位
置
す
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
四
平
山
の
積
石
墓
の
土
器
群
は
、
泰
山
の
周
辺
地
区
の
山
東
竜
山
文
化
の
影
響

に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
か
、
或
い
は
泰
山
地
区
か
ら
直
接
に
搬
入
さ
れ
て
き
た
も
の
と
す
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
山
東
半
島
の
影
響
を
受
け
て
作
ら

れ
た
か
或
い
は
山
東
半
島
か
ら
直
接
搬
入
さ
れ
た
も
の
と
み
る
ほ
う
が
ふ
さ
わ
し
い
と
思
わ
れ
る
。

　
第
三
期
に
土
器
群
の
地
域
性
は
顕
在
化
す
る
。
そ
れ
ま
で
の
墨
子
二
段
階
類
型
は
分
裂
し
、
泰
山
の
西
部
地
区
、
そ
れ
と
と
も
に
山
東
半
島
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の
土
器
群
の
数
量
も
増
え
る
の
で
、
計
四
つ
の
類
型
に
分
け
ら
れ
る
。

　
ま
ず
、
魯
中
南
と
魯
東
北
を
比
べ
て
み
る
。
魯
中
南
の
土
器
群
は
、
濁
の
頸
部
が
短
く
な
り
、
胴
部
が
楕
円
形
で
、
実
足
の
付
け
根
に
浅
い

凹
み
が
あ
り
、
甑
は
胴
部
が
球
形
で
あ
る
。
役
柄
杯
の
脚
部
は
細
長
く
、
盤
状
の
舟
縁
で
、
胴
部
は
深
く
、
丸
底
に
な
る
。
置
形
鼎
は
な
く
、

罐
の
口
径
は
や
や
大
き
く
、
蓋
が
発
達
す
る
。
豆
は
太
い
脚
部
を
も
ち
、
杯
部
は
浅
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
魯
東
北
の
土
器
群
は
、
懇
は
頸
部

が
長
く
、
胴
部
が
球
形
で
、
実
足
部
に
袋
足
の
痕
跡
が
あ
り
、
甑
は
鼓
腹
の
胴
部
で
、
平
底
で
あ
る
。
豆
は
脚
部
が
細
く
、
広
い
盤
状
の
杯
部

を
有
す
る
。
蓋
は
少
な
く
、
把
手
の
つ
く
門
訴
は
か
な
り
多
い
。
鼎
の
足
に
は
押
圧
突
言
文
を
施
し
、
筒
状
の
罐
は
な
い
と
い
う
特
色
が
存
在

し
て
い
る
。
両
者
の
差
異
は
は
っ
き
り
し
て
お
り
、
こ
の
区
別
に
基
づ
い
て
、
前
者
を
「
西
呉
寺
類
型
」
、
後
者
を
「
娩
官
命
三
段
階
類
型
」

と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

　
以
上
の
二
つ
の
類
型
の
間
に
位
置
す
る
魯
東
南
一
帯
は
中
間
的
な
特
徴
を
墨
す
る
。
た
と
え
ぼ
、
懲
の
胴
部
が
球
形
を
呈
し
な
が
ら
、
実
足

の
足
部
に
袋
足
の
痕
跡
が
あ
る
。
甑
の
胴
部
は
球
状
と
立
直
の
器
形
を
呈
す
る
。
鼎
は
大
き
く
、
足
全
体
が
馨
状
に
な
り
、
頗
は
袋
足
で
、
罐

の
口
径
は
大
き
く
、
平
底
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
呈
子
三
段
階
類
型
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

　
山
東
半
島
は
、
常
に
強
い
地
域
性
を
も
ち
、
こ
の
時
期
も
例
外
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
鼎
足
は
三
角
形
で
あ
り
、
苗
齢
鼎
や
把
手
を
つ
け
る

鼎
も
存
在
す
る
。
細
い
脚
を
も
つ
盤
状
の
豆
が
あ
り
、
広
口
で
小
さ
い
平
底
の
罐
、
大
き
い
平
底
の
盆
が
存
在
す
る
。
こ
う
い
つ
た
特
徴
は
地

域
性
を
示
し
な
が
ら
、
銚
官
荘
三
段
階
類
型
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
を
「
楊
家
圏
一
段
階
類
型
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

　
第
四
期
に
は
、
魯
西
北
地
域
に
も
広
が
り
、
同
一
の
特
微
が
広
い
範
囲
に
再
び
出
現
し
た
。
微
妙
な
区
別
を
除
け
ば
、
大
き
く
三
つ
の
類
型

に
分
け
ら
れ
る
。

　
泰
山
の
西
側
の
魯
中
南
と
魯
西
北
の
土
器
群
の
特
徴
は
基
本
的
に
類
似
し
て
い
る
。
た
と
え
ぼ
、
鼎
足
は
長
い
騰
馬
に
な
り
、
鼎
の
胴
腹
部

は
罐
状
で
、
鶴
は
大
き
な
忍
足
、
豆
の
脚
部
の
太
さ
は
盤
の
口
径
に
一
致
す
る
。
ま
た
、
新
た
な
器
種
と
し
て
隔
や
大
口
の
平
底
の
盆
が
出
現

す
る
。
泰
山
の
西
側
に
よ
く
似
た
相
似
の
文
化
様
相
が
現
れ
る
現
象
は
、
お
そ
ら
く
第
三
期
の
西
嶺
寺
類
型
が
北
進
し
て
、
発
賦
し
て
き
た
こ
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と
を
示
す
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
「
城
子
崖
類
型
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

　
同
じ
よ
う
に
、
泰
山
の
東
側
の
魯
東
南
と
魯
東
北
部
で
も
土
器
群
の
様
相
が
基
本
的
に
類
似
し
て
い
る
。
鼎
の
足
は
短
い
騰
の
形
に
な
り
、

鼎
の
胴
部
は
様
々
な
器
形
を
呈
し
、
双
無
形
の
鼎
以
外
に
、
盆
状
の
鼎
も
あ
る
。
把
手
を
つ
け
る
風
口
の
平
底
の
盆
は
多
く
、
蓋
は
か
な
り
発

達
す
る
。
豆
の
盤
状
部
は
や
や
浅
く
、
脚
部
も
や
や
細
い
。
蓋
を
つ
け
る
鼓
状
の
翁
は
非
常
に
盛
ん
に
な
る
。
高
柄
杯
は
直
口
で
、
懲
の
形
態

は
細
身
に
な
り
、
乱
足
を
つ
け
る
。
高
柄
杯
と
顛
は
魯
東
北
部
で
い
ま
の
と
こ
ろ
発
見
さ
れ
て
い
な
い
が
、
各
遺
跡
の
現
状
か
ら
見
れ
ば
、
こ

の
地
域
で
も
存
在
す
る
は
ず
で
あ
る
。
　
こ
れ
ら
の
様
相
は
城
子
崖
類
型
と
同
一
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
こ
れ
を

「
両
三
鎮
類
型
」
と
称
し
区
別
す
る
。

　
こ
こ
で
、
城
子
崖
類
型
と
両
城
鎮
類
型
の
境
界
線
は
ど
こ
に
ひ
く
か
、
検
討
し
て
み
る
。
両
者
の
間
に
接
す
る
地
区
で
は
、
文
化
の
様
相
は

複
雑
で
あ
る
。
将
来
の
資
料
が
次
第
に
増
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
つ
の
中
間
類
型
を
抽
出
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
両
者
の
区
別
を
明
確

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

に
表
現
す
る
た
め
に
、
と
り
あ
え
ず
、
両
者
の
接
す
る
北
部
で
は
、
清
河
下
流
域
の
遺
跡
の
地
理
的
位
置
を
両
者
の
境
界
線
と
し
、
南
部
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

魯
中
南
と
魯
東
南
を
連
接
す
る
折
河
の
上
流
域
の
遣
跡
を
境
界
線
と
す
る
こ
と
に
す
る
（
図
－
）
。

　
山
東
半
島
で
は
、
発
見
さ
れ
た
資
料
が
断
片
的
で
あ
る
が
、
遺
跡
は
多
い
。
そ
の
中
で
、
こ
の
時
期
は
大
口
遺
跡
の
土
器
群
を
代
表
と
す
る

の
が
ふ
さ
わ
し
い
。
鼎
の
足
は
長
い
噛
形
或
い
は
墾
状
を
呈
し
、
豆
の
脚
は
か
な
り
細
く
、
狭
間
翁
と
狭
口
鼓
状
腹
部
の
罐
も
あ
る
。
こ
れ
を

「
大
羅
類
型
」
と
称
す
る
。

　
第
五
期
に
は
、
泰
山
周
辺
の
二
つ
の
類
型
は
そ
れ
ぞ
れ
分
裂
し
、
強
い
地
方
色
を
示
す
よ
う
に
な
り
、
計
五
つ
の
類
型
に
分
か
れ
る
。

　
ま
ず
、
魯
西
北
と
魯
東
南
の
土
器
群
の
基
本
的
な
特
徴
を
比
べ
る
。
魯
西
北
地
区
で
は
、
駕
の
袋
足
は
か
な
り
肥
大
し
、
実
足
を
も
た
な
い
。

爾
は
二
重
口
縁
で
あ
り
、
轡
形
の
鼎
は
三
角
板
状
の
脚
を
も
つ
。
狭
口
鼓
状
の
翁
は
圏
足
と
条
状
の
把
手
を
つ
け
る
。
様
々
な
キ
ノ
コ
形
の
把

手
を
つ
け
る
蓋
が
多
い
。
魯
菓
南
で
は
、
鼎
は
鶴
甲
の
胴
部
で
あ
り
、
長
い
嚇
足
を
つ
け
る
。
懇
は
無
足
と
早
足
の
二
種
類
が
あ
る
。
筒
形
の

長
い
把
手
を
も
つ
杯
も
存
在
す
る
。
そ
し
て
土
器
の
胴
部
に
横
方
向
の
把
手
を
つ
け
る
特
徴
が
一
般
的
で
あ
る
。
以
上
よ
り
、
両
者
は
区
別
さ
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れ
る
。
魯
西
北
の
土
器
群
を
「
尚
荘
二
段
階
類
型
」
と
呼
び
、
魯
東
南
の
土
器
群
を
「
孫
子
五
段
階
類
型
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

　
上
述
の
二
つ
の
類
型
の
中
間
に
位
置
す
る
魯
魚
北
の
土
器
群
は
中
間
色
を
閉
し
て
い
る
と
い
え
る
。
魏
は
か
な
り
長
い
頸
部
と
実
足
を
つ
け
、

袋
足
が
な
い
。
鼎
は
謡
扇
が
深
く
、
足
は
広
い
半
月
形
で
あ
る
。
高
位
杯
は
尖
底
で
あ
り
、
脚
部
は
太
い
。
こ
れ
を
「
師
家
口
五
段
階
類
型
」

と
呼
ぶ
。
魯
中
吊
の
土
器
群
も
地
方
色
が
強
い
。
畿
は
置
足
に
長
い
実
意
を
つ
け
、
鼎
は
罐
状
の
胴
部
を
呈
す
る
が
、
三
角
形
の
足
が
非
常
に

低
く
な
る
。
紋
柄
杯
の
岸
壁
は
や
や
厚
く
な
り
、
鼎
足
の
翁
と
広
く
長
い
騰
形
の
三
足
盤
と
細
い
脚
を
も
つ
豆
（
図
5
－
5
5
、
5
7
）
は
ほ
か
の
地

区
に
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
れ
を
「
ヂ
家
城
九
段
階
類
型
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

　
山
東
半
島
で
は
依
然
と
し
て
、
鼎
の
足
は
「
V
」
字
形
、
駕
の
融
業
は
非
常
に
長
く
、
舌
状
の
脚
や
大
き
な
圏
足
の
豆
、
双
腹
の
盆
が
あ
る
。

こ
れ
を
「
楊
家
圏
二
段
階
類
型
」
と
呼
ぶ
。

　
玖
上
、
時
期
と
地
区
差
に
基
づ
い
て
、
山
東
竜
山
文
化
を
十
七
文
化
類
型
に
分
け
た
。
時
間
の
軸
に
お
け
る
山
東
竜
山
文
化
の
各
類
型
の
空

間
分
布
は
決
し
て
静
止
せ
ず
、
流
動
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
当
時
の
人
間
集
団
の
一
定
の
活
動
が
残
し
た
考
古
学
的
現
象

の
一
つ
で
訪
る
。
山
東
竜
山
文
化
の
各
文
化
類
型
の
分
布
範
囲
の
変
化
の
規
模
は
必
ず
し
も
小
さ
く
な
く
、
全
段
階
を
通
し
て
み
ら
れ
る
こ
と

は
注
鼠
に
値
す
る
。

　
①
　
山
東
省
文
物
研
究
所
等
「
山
策
広
饒
新
石
器
時
代
遺
習
調
査
」
『
考
古
』
一
九
八
　
　
　
　
②
　
臨
済
文
物
組
「
山
東
臨
沃
大
難
荘
新
石
器
時
代
墓
誌
発
掘
簡
報
」
『
考
古
』
一
九

　
　
五
年
第
九
期
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
年
第
四
期

五
　
文
化
類
型
変
化
の
背
景

　
ど
ん
な
原
因
に
よ
っ
て
、
先
述
し
た
よ
う
な
山
東
竜
山
文
化
の
類
型
の
分
布
範
囲
が
激
し
い
変
化
を
引
き
起
こ
し
た
か
を
考
え
る
と
、
当
時

の
自
然
災
害
（
例
え
ば
、
黄
河
の
洪
水
）
に
よ
る
原
因
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
山
東
竜
山
文
化
の
人
間
集
団
に
と
っ
て
、
黄
河
氾
濫
の
自
然

災
害
に
よ
る
脅
威
は
人
間
集
団
間
相
互
の
脅
威
よ
り
も
非
常
に
強
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
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本
稿
の
最
初
に
述
べ
た
よ
う
に
、
泰
山
が
黄
河
に
直
面
し
て
お
り
、
黄
河
の
流
れ
は
こ
こ
で
泰
山
に
阻
止
さ
れ
る
た
め
に
、
あ
る
時
期
は
罪

す
な
わ
ち
渤
海
に
流
入
し
、
あ
る
時
期
は
謝
す
な
わ
ち
黄
海
に
流
れ
る
こ
と
は
先
史
時
代
に
し
ば
し
ば
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
毎
回
の
黄
河
の

三
道
或
い
は
氾
濫
は
山
葉
竜
山
文
化
の
各
類
型
に
激
し
く
ぶ
つ
か
る
わ
け
で
、
水
害
が
軽
い
場
合
に
は
人
間
集
団
は
移
動
を
起
こ
し
（
文
化
類

型
の
移
動
）
、
重
い
場
合
に
は
そ
の
地
区
の
山
東
竜
山
文
化
あ
る
い
は
当
時
の
人
間
の
生
き
る
環
境
が
破
壊
さ
れ
た
に
違
い
な
い
。

　
魯
西
北
の
尚
荘
遺
跡
で
は
大
波
口
文
化
晩
期
の
遺
構
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
山
東
竜
山
文
化
の
第
一
期
に
は
、
こ

の
地
区
で
は
山
東
竜
山
文
化
の
遺
跡
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
黄
河
が
北
の
渤
海
に
流
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
魯
中
南
で
は
、
罪
家
城
一
段
階
類
型
の
成
立
を
指
標
と
し
て
、
早
く
か
ら
山
策
竜
山
文
化
段
階
に
入
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
山
東
竜
山
文

化
の
第
一
期
の
類
型
の
分
布
範
囲
が
非
常
に
狭
く
、
も
と
も
と
よ
く
使
用
さ
れ
た
懇
と
い
う
土
器
を
大
量
に
作
る
能
力
が
な
く
な
っ
た
現
象
は
、

洪
水
災
害
の
直
後
に
人
口
が
減
少
し
、
生
産
力
が
低
く
な
っ
た
事
実
を
反
映
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
山
東
竜
山
文
化
が
本
格
的
に
成
立
し
得
た
時
期
は
第
二
期
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
土
器
は
泰
山
の
東
側
に
顕
著
に
見
ら
れ
る
が
、
泰
山
の
西

側
の
地
域
で
は
、
こ
の
第
二
期
の
土
器
が
ど
う
し
て
も
発
見
さ
れ
な
い
。
こ
れ
も
主
な
原
因
は
黄
河
の
氾
濫
で
あ
ろ
う
。
第
三
期
に
、
黄
河
は

再
び
渤
海
に
流
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
後
、
黄
河
は
安
定
期
に
入
っ
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
第
四
期
に
は
西
呉
寺
類

型
が
北
へ
波
及
し
て
か
ら
、
城
子
崖
類
型
が
成
立
す
る
。
第
五
期
に
は
い
る
と
、
黄
河
は
長
期
に
わ
た
り
安
定
し
た
よ
う
で
あ
る
。
山
東
竜
山

文
化
は
非
常
に
繁
栄
し
、
最
高
峰
に
到
達
し
た
。
こ
の
時
期
に
出
現
し
た
山
東
竜
山
文
化
の
類
型
は
黄
河
の
氾
濫
と
直
接
の
関
係
が
な
い
か
も

し
れ
ず
、
経
済
の
発
達
に
よ
っ
て
不
均
質
な
地
方
類
型
が
形
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
総
体
的
に
み
て
、
山
東
竜
山
文
化

の
第
五
期
以
前
に
発
生
し
た
各
類
型
の
変
移
の
成
因
は
、
黄
河
の
氾
濫
或
い
は
繋
累
及
び
泰
山
水
系
の
氾
濫
と
の
関
係
が
深
い
と
考
え
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
多
く
の
学
者
達
は
山
東
竜
山
文
化
を
論
じ
る
時
に
、
こ
の
文
化
の
終
末
に
つ
い
て
よ
く
議
論
し
て
き
た
。
実
際
、
山
東
竜
山
文
化
の
第
五
期
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以
後
に
は
黄
河
の
大
洪
水
の
災
害
に
よ
っ
て
徹
底
的
に
壊
さ
れ
て
、
再
び
回
復
で
き
な
か
っ
た
と
考
え
る
。
中
国
の
古
代
の
文
献
に
よ
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

縣
と
萬
は
黄
河
の
大
洪
水
を
治
め
た
と
い
う
伝
承
が
あ
る
。
か
り
に
縣
と
禺
ら
が
生
き
た
時
代
が
間
違
い
な
い
な
ら
、
ち
ょ
う
ど
山
東
竜
山
文

化
の
第
五
期
以
後
に
発
生
し
た
大
事
件
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。
山
東
竜
山
文
化
の
終
末
期
の
℃
年
代
を
紀
元
前
二
〇
〇
〇
年
と
す
る
な
ら
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
④

そ
の
頃
、
海
水
面
上
昇
の
中
期
に
は
い
る
こ
と
か
ら
、
大
洪
水
が
発
生
し
た
可
能
性
が
高
く
な
る
。
縣
と
禺
に
治
め
ら
れ
た
大
洪
水
の
場
所
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

黄
河
の
中
流
域
に
位
置
す
る
中
原
一
帯
に
認
め
る
歴
史
の
事
実
か
ら
考
え
る
と
、
黄
河
の
下
流
域
に
位
置
す
る
山
東
の
地
域
に
発
生
し
た
大
洪

水
の
持
続
時
間
の
長
さ
と
流
量
は
非
常
に
大
規
模
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
山
東
竜
山
文
化
の
終
末
は
夏
文
化
の
初
期
に
起
こ
っ

た
大
洪
水
に
よ
っ
て
徹
底
的
に
破
壊
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
①
　
呉
汝
酢
「
王
城
類
型
分
期
問
題
初
探
」
『
考
古
学
報
』
一
九
八
四
年
第
一
期
　
　
　
　
　
④
　
宮
本
一
夫
「
海
峡
を
挾
む
二
つ
の
地
域
一
山
東
半
島
と
遼
島
半
島
、
朝
鮮
半

　
　
韓
錯
「
試
論
城
子
塵
類
型
」
『
考
古
学
報
』
一
九
八
九
年
第
二
期
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
島
南
部
と
西
九
州
、
そ
の
地
域
性
と
伝
播
問
題
」
『
考
古
学
研
究
』
第
3
7
巻
第
2
号

　
②
　
郷
里
「
試
論
夏
文
化
」
『
夏
商
周
考
古
学
論
文
集
』
一
九
八
○
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
　
郷
衡
「
夏
文
化
分
布
区
域
内
有
関
夏
人
伝
説
的
地
金
考
」
『
夏
蝉
周
考
古
学
論

　
③
前
掲
識
②
に
同
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
集
隠
一
九
八
○
年
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六
　
結

肇竃
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①

　
多
数
の
研
究
者
は
雷
石
文
化
を
思
索
竜
山
文
化
の
後
続
者
と
し
て
議
論
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
論
説
の
根
拠
は
二
者
の
分
布
範
囲
と
土
器
の

色
調
が
一
致
す
る
と
い
う
二
点
し
か
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
山
東
竜
山
文
化
の
中
で
よ
く
認
め
ら
れ
る
高
庸
劣
、
懇
、
甑
、
鼎
な
ど
の
代
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

的
な
土
器
は
重
石
文
化
の
中
に
認
め
ら
れ
な
い
。
サ
家
城
遺
跡
の
岳
石
文
化
に
は
鼎
が
認
め
ら
れ
る
が
、
器
形
が
非
常
に
小
さ
く
、
葦
鹿
が
厚

い
の
で
、
実
用
器
で
は
な
い
か
ら
、
山
菓
竜
山
文
化
と
ま
っ
た
く
関
係
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
岳
石
文
化
の
鼎
は
泰
山
の
東
側
へ
行
く
と
、

　
　
　
　
③
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

次
第
に
減
り
、
さ
ら
に
、
山
東
半
島
で
は
鼎
は
ま
っ
た
く
認
め
ら
れ
な
く
な
る
。
閉
止
文
を
代
表
と
す
る
中
原
の
文
化
要
素
も
そ
う
で
あ
る
。

直
弦
文
化
は
泰
山
の
西
部
か
ら
山
東
半
島
へ
行
け
ば
行
く
ほ
ど
文
化
の
様
相
が
単
純
化
さ
れ
る
特
徴
を
も
つ
と
い
え
る
。
岳
石
文
化
の
心
棒
荘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

遺
跡
で
は
、
罐
類
だ
け
を
主
と
す
る
様
相
が
鐵
現
し
て
い
る
こ
と
も
、
こ
の
こ
と
と
一
致
す
る
現
象
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
磁
石
文
化
を
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中
原
文
化
の
東
進
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
理
解
よ
り
、
む
し
ろ
、
岳
石
文
化
が
東
か
ら
西
へ
漸
進
し
た
こ
と
の
反
映
で
は
な
い
か
と
認
識
す

⑦
る
。　

い
わ
ゆ
る
山
東
竜
山
文
化
が
黄
河
の
大
洪
水
の
氾
濫
に
よ
っ
て
徹
底
的
に
壊
さ
れ
た
と
い
う
の
は
、
一
方
で
、
こ
の
文
化
の
要
素
が
他
の
地

区
に
分
散
し
た
よ
う
に
見
う
け
ら
れ
る
こ
と
と
も
関
連
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
実
は
、
夏
文
化
と
認
め
ら
れ
る
二
里
頭
文
化
の
中
で
存
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

し
て
い
る
鼎
、
駕
、
甑
、
弧
緑
藻
、
瓦
足
鼎
等
の
器
種
は
山
東
竜
山
文
化
と
切
っ
て
も
切
れ
な
い
深
い
関
係
を
持
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
黄
河
の

大
洪
水
の
後
に
多
く
の
山
東
竜
山
文
化
の
人
間
集
団
が
山
東
か
ら
中
原
へ
移
動
し
た
結
果
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
現
象
は
山
東
竜
山

文
化
に
出
現
す
る
も
の
だ
け
で
な
く
、
大
波
口
文
化
段
階
に
も
よ
く
で
て
く
る
。
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
河
南
地
区
で
発
見
し
た
大
紋
口
文

　
　
　
　
　
　
⑨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

化
の
単
純
な
墓
、
長
江
流
域
で
出
現
し
た
並
家
岡
文
化
、
遼
河
流
域
に
お
け
る
小
河
沿
文
化
の
中
で
発
見
さ
れ
た
大
波
口
文
化
の
彩
陶
の
図
案
、

さ
ら
に
山
東
の
先
史
文
化
に
起
源
す
る
鼎
、
懇
と
い
う
土
器
は
連
続
的
に
ほ
か
の
地
区
へ
伝
播
し
て
お
り
、
そ
れ
は
ま
た
山
東
竜
山
文
化
の
終

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

わ
り
と
共
に
終
焉
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
考
古
学
現
象
を
引
き
起
こ
す
原
因
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
大
波
ロ
ー
山
東
竜
山
文
化
の
影

響
力
の
強
さ
と
深
さ
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
や
は
り
山
東
の
先
史
時
代
の
人
間
集
団
が
黄
河
の
大
洪
水
の
被
害
に
よ
っ
て
様

々
な
地
区
へ
移
動
し
て
、
当
時
の
先
史
文
化
と
自
然
に
定
着
し
た
結
果
と
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
①
　
厳
文
明
「
東
夷
文
化
的
論
罪
」
『
文
物
隠
一
九
八
九
年
第
九
期
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
　
黎
家
芳
「
山
東
史
前
文
化
在
中
華
築
三
文
明
形
成
中
的
地
位
」
『
山
爽
史
前
文

　
②
　
山
束
大
学
歴
史
系
考
古
専
業
教
研
室
『
洒
水
歩
家
城
』
一
九
九
〇
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
化
論
文
集
』
一
九
八
六
年

　
③
　
郷
衡
「
夏
文
化
分
布
区
域
内
有
爵
皆
人
低
落
的
地
望
考
」
『
夏
商
周
考
古
学
論
　
　
　
　
⑨
　
武
津
彦
「
略
論
河
南
省
境
内
発
見
的
大
波
口
文
化
」
『
考
古
』
　
一
九
八
一
年
第

　
　
集
』
一
九
八
○
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
期

　
④
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
山
東
工
作
隊
「
山
東
平
平
洗
面
荘
装
甲
」
『
考
　

⑩
安
徽
省
文
物
工
作
隊
「
潜
山
酔
家
岡
新
石
器
時
代
遺
肚
」
『
考
古
学
報
』
一
九
八

　
　
古
学
報
』
一
九
八
六
年
第
四
期
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
年
第
三
期

　
⑤
註
④
に
問
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪
遼
箪
省
博
物
館
「
遼
寧
省
傲
漢
旗
小
河
沿
三
種
原
始
文
化
的
発
現
」
『
文
物
』
一

　
⑥
　
韓
熔
「
試
論
誠
子
儘
類
型
」
『
考
古
学
報
』
一
九
八
九
年
第
二
期
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七
七
年
第
十
二
期

　
⑦
潮
面
生
「
隅
石
文
化
の
起
源
に
つ
い
て
」
『
古
代
文
化
』
一
九
九
二
年
第
六
期
　
　
　
　
⑫
高
広
仁
ほ
か
「
史
前
陶
甥
初
論
」
『
考
古
学
報
』
一
九
入
一
年
第
四
期
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挿
図
出
典

図
1
　
『
中
華
人
民
共
和
国
地
図
集
・
山
東
省
』
（
一
九
七
四
年
）
を
下
図
に
筆
者
作

　
図
図
2
　
昌
灘
地
区
文
物
管
理
組
「
山
東
堅
城
世
子
遺
吐
発
掘
報
告
」
『
考
古
学
報
』
一

　
九
八
○
盆
丁
第
一
二
期

図
ひ
　
灘
坊
市
芸
術
館
等
「
山
東
灘
県
獅
子
行
遺
趾
発
掘
社
報
」
『
考
古
』
一
九
八
四

　
年
第
八
期

図
4
　
山
東
省
博
物
館
「
山
東
仕
平
尚
荘
遺
趾
第
一
次
発
掘
簡
報
」
『
文
物
』
一
九
七

　
八
年
第
四
期

　
　
山
東
省
博
物
館
「
山
東
仕
平
尚
荘
新
石
器
時
代
遺
祉
」
『
考
古
学
報
『
一
九
八
五

　
年
第
四
期

図
5
　
由
東
大
学
歴
史
系
考
古
専
業
教
研
室
『
測
水
舜
家
域
』
一
九
九
〇
年

図
6
　
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
山
東
工
作
隊
「
山
東
省
長
島
県
陀
硯
島
大
口

　
遺
境
」
『
考
古
臨
｝
九
八
五
年
第
十
二
期

図
7
　
圏
2
～
8
と
同
じ

図
8
～
1
2
　
『
中
華
人
民
共
和
国
地
図
集
・
山
東
省
』
（
　
九
七
四
年
）
を
下
図
に
筆

　
者
作
図

〔
謝
辞
〕
　
小
稿
作
成
中
で
、
恩
師
小
野
山
節
先
生
か
ら
御
指
導
を
頂
き
ま
し
て
、
高
橋
克
講
茂
に
教
え
ら
れ
た
点
が
非
常
に
多
く
、
ま
た
、
菱
田
哲
郎
、
岡
村

　
秀
典
、
宮
本
一
夫
、
大
貫
静
夫
の
各
氏
や
矢
野
健
一
、
福
山
淳
同
窓
か
ら
貴
重
な
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
藤
沢
彰
子
氏
に
は
た
い
へ
ん
世
話
に
な
り

　
ま
し
た
。
末
筆
な
が
ら
心
よ
り
感
謝
の
意
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
大
学
文
学
部
考
古
学
研
究
室
大
学
院
生
、
京
都
市
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scientific　committee　and　its　advisers　were　indeed　heavily　infiuenced　by

politics．

Chronology　and　Distribution　of　Shandong

　　　　　　　　　　　Longshan’　Culture

　　　　　　　　　with　an　emphasis　on　pottery

by

LI　Quanslaeng

　　So　far，　the　temporal　and　spatial　changes　in　Longshan　culture　in　the

province　of　Shandong　in　China　have　yet　to　be　properly　clayified．　ln

particular，　there　is　a　marked　tendency’ 狽潤@take　tke　chrono1ogy　of　a

single　site　and　treat　it　as　the　chronology　of　Longshan　culture　as　a

whole．　ln　order　to　elucidate　the　chronology　and　the　distribution　of

Longshan　culture，　the　Shandong　Longshan　cult，ural　area　is　divided　into

five　areas　in　this　paper．　Through　a　stratigraphic　and　typological　analy－

sis　of　assemblages　of　pottery　excaVated　from　representative　sites　in

the　five　areas，　the　various　stages　of　Shandong　Longshan　culture　are

examined．

　　The　chronology　of　Shandong　Longshan　culture　can　be　divlded　into　five

periods　using　gaobingbei，　gui，　yan，　ding　and　other　stanclard　pottery　types

as　a　basis．　Subsequently，　by　means　of　this　new　chronology，　seventeen

different　distributions　of　Shandong　Longshan　culture　can　be　classified

by　grasping　the　characteristics　of　the　pottery　of　eack　period．　The　charac－

teristics　of　unbalanced　development　and　fiuidity　of　space　which　charac－

terized　Shandong　Longshan　culture　are　thereby　cleariy　indicated．　lt　is

posslble　that　the　temporal　and　spatial　ckanges　in　Shandong　Longshan

culture　were　caused　by．fiood　of　the　Yellow　River．

（933）




